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荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です。
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。

荻窪法人会ホームページ www.ogikubohoj inkai . jp

よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

空
気
税

世
界
の
お
も
し
ろ
い
税
金
シ
リ
ー
ズ



よき経営者をめざすものの団体  それが法人会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の
皆さんを支援する全国組織、それが法人会です。現在、約82万社の会員企業、41都道県に 441の単位会を
擁する団体として大きく発展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活
動を展開する法人会。税のオピニオンリーダーとしての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修
会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を積極的に行っています。健全な納税者の団体、
よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

CONTENT
 3 平成27年度全国統一の「会員増強運動月間」が始まる
  ◎ 小竹良夫／公益社団法人荻窪法人会 会長
  ◎ 田中晴弘／公益社団法人荻窪法人会 組織委員会 委員長
  ◎ 井上丈晴／荻窪税務署 副署長

 5 秋のブロック研修会
  ◎ 全ブロック共通テーマ
  講師：岡田知己／荻窪税務署 審理上席調査官

 8 荻窪税務署署長インタビュー
  本音トークの座談会SERIES

 10 新支部長座談会

 16 鹿野副会長インタビュー

 18 税制委員会より

 20 税制委員会より「第32回法人会全国大会」

 23 税務コーナー

 25 e -Tax推進税理士事務所について

 26 第14回 ブロック対抗ゴルフ大会

 27 ブロック・支部・委員会・部会からの報告
  ◎ 第5ブロック
  ◎ 第19支部  
  ◎ 研修委員会
  ◎ 厚生事業委員会
  ◎ 青年部会
  ◎ 女性部会
  ◎ 源泉部会

【 空 気 税 】

表紙イラストについて

世界のおもしろい税金シリーズ

フランスのルイ15世時代の財務長官エティンヌ・ド・

シルエット（Étienne de Silhouette）は人間の吸う

空気にまで税金をかけようとしました。当時、フランス

はイギリスと戦争（7年戦争 1756 ～ 63）でカナダ、北

アメリカ大陸ミシシッピ以東の全領土やインドなどの

植民地を奪われ、さらに王室の浪費もあって財政難に

なりました。同長官は就任するとまず、貴族・僧侶に

税金をかけようとして失敗、ついには、空気に税金を

かけようとしました。しかし、これも国民の反対にあっ

てわずか9ヶ月で財務長官を辞任してしまいました。

エティンヌ・ド・シルエットは、影絵作りが趣味であっ

たことから、その後「影絵」のことを「シルエット」と

呼ぶようになりました



本
日
は
、
恒
例
の
会
員
増
強
推
進
会
議

に
組
織
委
員
会
の
皆
様
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
支

部
長
の
皆
様
に
は
多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
署
か
ら
は
井
上
副
署
長
・
酒
井

統
括
官
・
岡
田
審
理
上
席
調
査
官
が
公
務

多
忙
な
時
期
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
昨
年
度
は
当
初
計
画

の
通
り
2
年
連
続
で
東
法
連
第
1
位
の
組

織
率
80
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
今
年
度
も

組
織
委
員
会
で
は
8
月
〜
9
月
に
稼
働
法

人
調
査
を
実
施
し
、
10
月
か
ら
の
会
員
増

強
月
間
を
通
し
て
今
年
度
は
78
％
を
達
成

す
る
計
画
を
立
て
て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
組
織
率
だ
け
で
な
く
会

員
純
増
計
画
、
個
人
会
員
へ
の
積
極
的
な

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会 

組
織
委
員
会
会
員
増
強
推
進
会
議

平
成
27
年
度
全
国
統
一
の
「
会
員
増
強
運
動
月
間
」
ス
タ
ー
ト
。

【
組
織
委
員
会
と
は
】
未
加
入
法
人
ヘ
の
会
員
増
強
運
動
推
進
の
た
め
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
・
部
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
役
員
が
勧
奨
活
動
す
る
委
員
会
で
す
。

会長あいさつ　
小竹良夫／公益社団法人荻窪法人会 会長

10
月
か
ら
の
会
員
増
強
月
間
を
通
し
て

3
年
連
続
、
東
法
連
の
組
織
率
第
1
位
を
達
成
す
る
計
画
を
立
て
て
お
り
ま
す

入
会
勧
奨
も
実
行
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
を
達
成
す
る
に
は
、
本

日
ご
参
集
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
の
組
織
拡

大
へ
の
意
欲
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
仕
事

の
合
間
に
拡
大
の
た
め
に
時
間
を
費
や
し
て

い
た
だ
き
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
今
年
度
も
組

織
拡
大
の
た
め
に
ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
来
年
の
3
月
に
は
組
織
委
員
会
の
新

た
な
実
績
を
達
成
し
て
い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
。

本
日
は
、
組
織
拡
大
の
決
起
集
会
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
会
議
終
了
後
は
時
間
の

許
す
限
り
和
や
か
に
ご
歓
談
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

簡
単
で
あ
り
ま
す
が
、
開
会
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

毎
年
10
、
11
月
の
全
国
統
一
の
「
会
員
増
強
月
間
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

組
織
委
員
会
で
は
9
月
28
日
（
月
）
に
西
荻
窪
「
こ
け
し
屋
」
で
会
員
増
強
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
に
は
荻
窪
税
務
署
よ
り
井
上
副
署
長
、
酒
井
第
1
統
括
官
、
岡
田
審
理
上
席
調
査
官
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
井
上
副
署
長
が
挨
拶
で
日
頃
の
税
務
行
政
へ
の
理
解
に
つ
い
て
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
増
強
会
議
の
出
席
数
は
58
名
で
、
会
員
増
強
運
動
へ
の
意
欲
が
伺
え
ま
し
た
。
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た
だ
い
ま
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
荻
窪

税
務
署
副
署
長
の
井
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
荻
窪
法
人
会
会
員
増
強
会
議
に

お
招
き
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

暑
い
中
、
毎
年
恒
例
の
稼
働
法
人
調
査

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
75
・
3
％
の
数

字
を
あ
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
お
忙
し

い
中
、
ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
支
部

役
員
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
が
公
益
法
人
に
な
り
、

法
人
格
以
外
に
特
別
会
員
様
（
個
人
事

業
主
あ
る
い
は
個
人
）
も
入
会
で
き
る
よ

う
に
な
り
は
や
2
年
経
過
し
、
各
委
員

て
は
、
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
は
多
大
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
10
月
、
11
月
の
会
員
増
強
月
間
を

前
に
し
て
の
組
織
拡
大
の
決
起
集
会
で
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
2
年
連

続
で
東
法
連
加
入
率
第
1
位
と
い
う
素
晴

ら
し
い
実
績
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
も
皆

様
の
お
力
で
、
よ
り
よ
い
成
果
と
な
る
よ
う

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
こ
の
10
月
か
ら
国

民
の
皆
様
方
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
皆
様
方
事
業
者
の
方
に
多
大
な
事
務
負

担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
制

度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
制
度
の
円

滑
な
定
着
に
向
け
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
e

－

T
a
x
の
普
及
推
進
に
つ
き

ま
し
て
も
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
ご
出
席
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
、
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

お
知
り
合
い
の
方
で
、
法
人
あ
る
い
は
特
別
会
員
（
個
人
事
業
主
あ
る
い
は
個
人
）で
荻
窪
法
人
会
の
諸
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。
一
緒
に
会
合
、
行
事
に
参
加
さ
れ
れ
ば
一
層
楽
し
い
会
に
な
り
ま
す
。
是
非
、
事
務
局
、
支
部
の
役
員
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
な
お
、
荻
窪
法

人
会
エ
リ
ア
以
外
の
紹
介
も
お
気
軽
に
ご
相
談
お
受
け
致
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
特
別
会
員 

年
会
費
9
6
0
0
円
（
月
8
0
0
円
）

平成 27年度 公 益 社 団 法 人 荻 窪法 人会

ブロック秋季研 修会
テーマ：社会保障・税番号（ マイナンバー）制度について
講師：岡田知己 荻窪税務署 法人課税第１部門審理上席調査官 会

、
ブ
ロ
ッ
ク
、
支
部
で
の
研
修
会
、
セ

ミ
ナ
ー
の
参
加
率
は
向
上
し
、
そ
の
後
の

懇
親
会
で
も
、
今
ま
で
に
な
く
盛
り
上

が
っ
て
い
る
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。
今
後

も
会
員
交
流
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
、

荻
窪
法
人
会
と
し
て
会
員
の
地
域
最
大

の
組
織
を
つ
く
り
、
地
域
の
活
性
化
、
情

報
の
流
通
を
進
め
て
各
会
員
、
地
域
の

発
展
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
会
員
増
強

を
効
率
よ
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
全

国
の
法
人
会
（
4
4
1
単
会
）
で
10
、

11
月
は
「
全
国
統
一
の
会
員
増
強
月
間
」

で
す
の
で
、
荻
窪
法
人
会
の
活
動
を
良

く
理
解
し
、
新
し
い
仲
間
を
探
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
に
引

き
続
き
会
員
増
強
運
動
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

加
入
会
員
目
標
数
来
年
の
3
月
末
ま
で

に
80
会
員
増
強
「
法
人
格
30
会
員
、
特
別

会
員
50
会
員
」

今
年
度
も
東
京
49
単
会
の
加
入
率
第
1

位
を
目
指
し
て
、
荻
窪
法
人
会
の
良
き
伝

統
と
実
績
に
新
た
な
1
ペ
ー
ジ
を
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
役
員
ご
協
力
ご

理
解
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加入会員目標数
来年の 3月末までに 80 会員増強

「法人格30 会員、特別会員50 会員 」

委員長 あいさつ 　
田中晴弘／組織委員会 委員長

今年度も皆様のお力で、
よりより成果となるようご期待

ご来賓あいさつ 　
井上丈晴／荻窪税務署 副署長

 　4



全ブロック
共通テーマ

平成27年9月、
各ブロックにて秋季研修会が行われました。
各ブロックは講師に岡田上席をお招きし
共通テーマとして、
平成28年から利用開始される
マイナンバー制度について
詳しく解説していただきました。

【秋の研修会について】荻窪法人会は秋と春に研修会を行っています。荻窪法人会は荻窪税務署管内を5つのブロックに地域割りをしています。
秋はそれぞれのブロックが個別に研修会を開きます。秋の研修テーマの一つは荻窪税務署に講師をお願いして税務・納税など税金に関わる話
やいままで経験されたことなど講話していただきます。この研修テーマは各ブロック共通ですがブロックによっては第2部を編成して地域に関わ
る講演を企画することがあります。法人会以外の方も参加できます。

平成 27年度 公 益 社 団 法 人 荻 窪法 人会

ブロック秋季研 修会
テーマ：社会保障・税番号（ マイナンバー）制度について
講師：岡田知己 荻窪税務署 法人課税第１部門審理上席調査官 

平
成
28
年
1
月
か
ら
利
用
開
始

　
今
日
お
話
し
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
番
号
法
、
正
式
に
は
「
行
政
手
続
き

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
と
い

う
法
律
に
基
づ
い
て
、
来
年
1
月
か
ら
具

体
的
に
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概

要
で
す
。
平
成
27
年
10
月
か
ら
日
本
国

内
の
全
住
民
に
通
知
さ
れ
る
、
1
人
1

人
異
な
る
12
桁
の
番
号
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
個
人
番
号
で
す
。

こ
の
個
人
番
号
と
は
別
に
、
法
人
に
は
1

法
人
に
1
つ
の
13
桁
の
法
人
番
号
も
今

年
の
10
月
か
ら
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
使
う
も
の
で
す
。
住
所
が
変
わ
っ

て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
原
則
変
わ
り
ま
せ

ん
の
で
、
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
の
行
政
機
関
や

地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お
い
て
、
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
、
こ
の
3
つ
の
分
野

で
利
用
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
3
つ

の
分
野
以
外
で
は
利
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
事

業
主
の
方
々
は
、
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
提
示
を
受
け
て
、
税
や
社
会
保
険
の

手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
28
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
直
接
使
い
ま
せ
ん
。
シ

ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
も
の
を
、
制

御
、
管
理
し
、
通
信
す
る
場
合
は
暗
号

化
し
ま
す
。

　
民
間
事
業
者
の
皆
さ
ま
も
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
取
り
扱
い
ま
す
。
例
え
ば
、
源
泉
徴

収
票
の
作
成
手
続
き
、
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
、
雇
用
保
険
の
手
続
き
等
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
、
特
定
個
人
情
報
保
護
委

員
会
と
い
う
第
三
者
機
関
が
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
対
応
が
必
要
で
す
。

　
円
滑
な
業
務
の
た
め
に
も
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
す
る
際
に
、
民
間
事
業
者
の

皆
さ
ま
に
必
ず
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
法
律

で
定
め
ら
れ
た
場
合
だ
け
し
か
取
得
で
き

ま
せ
ん
。
従
業
員
さ
ん
か
ら
取
得
す
る
場

合
、
源
泉
徴
収
票
に
記
載
し
て
提
出
す

る
な
ど
、
最
初
に
利
用
目
的
を
き
ち
ん
と

明
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

に
、
他
人
の
な
り
す
ま
し
等
を
防
止
す
る

た
め
、
厳
格
な
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
裏
に
番

号
、
表
に
住
所
と
名
前
、
本
人
の
顔
写

真
も
載
っ
て
ま
す
の
で
、
身
元
確
認
と
番

号
確
認
の
両
方
が
で
き
ま
す
。

　
次
に
利
用
、
提
供
で
す
が
、
事
業
者

は
税
や
社
会
保
障
に
関
す
る
手
続
き
書

年
1
月
、
税
の
手
続
き
や
社
会
保
障
な

ど
の
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
平
成
29
年
1
月
か
ら
、

個
人
ご
と
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
用
開

始
。
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
呼
び
ま

す
が
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
含
む
情
報
を
、
い
つ
、
誰
が
、

な
ぜ
、
提
供
し
た
の
か
を
確
認
で
き
る
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
き
ち
ん
と
受
け
取
っ

て
活
用
す
る
た
め
に
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
住
所
確
認
で
す
。
次

に
書
類
の
中
身
を
確
認
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
簡
易
書
留
で
届
き
ま
す
。
中
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
申
請
書
、
返
信
用
封
筒
、
説
明

書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
個
人

番
号
カ
ー
ド
は
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

取
得
で
き
る
カ
ー
ド
で
す
。
申
請
に
は
郵

送
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
法
が
あ
り
、
詳
し

く
は
同
封
の
説
明
書
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
来
年
の
1

月
以
降
、
ご
本
人
が
市
区
町
村
の
窓
口
で

無
料
で
受
け
取
れ
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。
I
C
チ
ッ

プ
に
記
録
さ
れ
る
電
子
証
明
書
を
用
い

て
、
e

−

T
a
x
な
ど
の
電
子
申
請
が
行

え
ま
す
。
図
書
館
利
用
証
や
印
鑑
登
録

証
な
ど
の
自
治
体
が
条
例
で
定
め
る
サ
ー

ビ
ス
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
が
取
得
で

き
ま
す
。
将
来
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
使
い

道
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
間
事
業
者
に
お
け
る
取
り
扱
い

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
安
心
、
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
参
考
に
制
度
面
と
シ
ス
テ
ム
面
の

両
方
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
の
措
置
を

講
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
制
度
面
で
は
、
法

律
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
収
集
保
管
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
す
る
際
に
は
、
本

人
確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る

か
を
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
い

う
第
三
者
機
関
が
監
視
し
、
監
督
し
ま

す
。
法
律
に
違
反
し
た
場
合
の
規
則
を

従
来
に
比
べ
て
強
化
し
て
い
ま
す
。
従
来

の
個
人
情
報
保
護
法
と
い
う
法
律
に
比

べ
て
、
罰
則
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
個

人
情
報
は
、
従
来
通
り
、
年
金
の
情
報
は

年
金
事
務
所
、
税
の
情
報
は
税
務
署
と

い
っ
た
よ
う
に
分
散
し
て
管
理
し
ま
す
。

行
政
機
関
の
間
で
の
情
報
の
や
り
取
り
は

平成 27年 度 公 益 社 団 法 人 荻 窪 法 人 会　ブロック秋 季 研 修 会
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類
に
、
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

し
て
税
務
署
等
役
所
に
提
出
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
利
用
目
的
以
外

の
利
用
、
提
供
は
で
き
ま
せ
ん
。
3
つ
め

の
注
意
点
は
保
管
、
廃
棄
で
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
書
類
の
保
管
は
、

必
要
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
書
類
等

を
保
管
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
保
管
が
不
必
要
に
な
っ
た
ら
、
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
廃
棄
、
削
除
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

導
入
に
は
十
分
な
準
備
を

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
安
全
管
理
を
徹
底
さ

せ
る
た
め
、
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む

個
人
情
報
を
特
定
個
人
情
報
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
の
特
定
個
人
情
報
の
漏
え

い
、
紛
失
を
防
ぐ
た
め
に
、
事
業
内
容
や

規
模
に
合
わ
せ
た
対
応
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
安
全
管
理
措
置
で
す
が
、
組
織
的
、

人
的
安
全
管
理
措
置
と
し
て
担
当
者
を

明
確
化
し
、
担
当
者
以
外
が
取
り
扱
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
従
業

員
に
対
す
る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概

要
の
周
知
な
ど
、
従
業
員
へ
の
教
育
も
大

切
で
す
。
物
理
的
、
技
術
的
安
全
管
理

措
置
と
し
て
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
な
ど
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
書
類
を
廃
棄
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情
報
の
漏
え
い
に

つ
い
て
は
、
刑
罰
が
重
く
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
十
分
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
税
や
社
会
保

障
の
関
係
書
類
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
番
号
を
記
載
し
た
も
の
を

い
つ
か
ら
提
出
す
る
か
で
す
。
税
務
関
係

に
限
っ
て
言
え
ば
28
年
1
月
以
降
の
届
け

出
書
関
係
は
番
号
を
記
載
し
ま
す
。
法

人
の
設
立
届
、
青
色
の
承
認
を
申
請
す
る

な
ど
の
届
出
関
係
に
つ
い
て
は
、
来
年
1

月
以
降
に
税
務
署
に
出
す
分
に
つ
い
て
は

番
号
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
法
人

税
の
申
告
書
に
は
法
人
番
号
を
記
載
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
28
年
の
1
月
1
日

以
降
開
始
す
る
事
業
年
度
の
法
人
税
か

ら
対
象
に
な
り
ま
す
。
個
人
の
所
得
税
の

申
告
は
28
年
分
の
所
得
税
の
申
告
書
か

ら
で
、
通
常
で
す
と
29
年
の
2
月
16
日

か
ら
3
月
15
日
ま
で
で
す
。
法
定
調
査

関
係
の
源
泉
徴
収
票
や
報
酬
の
支
払
調

書
は
、
28
年
1
月
1
日
以
降
の
支
払
い

分
か
ら
で
す
が
、
28
年
中
に
支
払
っ
た
分

は
29
年
の
1
月
31
日
が
提
出
期
限
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
も
記
載
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ブロック 開催日 場　所 出席数

1 9月24日（ 金 ）17：30 井草区民センター

【共通テーマ】

「社会保障・税番号（ マイナンバー）制度について」

荻窪税務署　法人課税第１部門審理上席調査官
岡田知己氏

　 5 8 名

2 9月  8日（ 火 ）18：00 杉並会館マツヤサロン 　 2 6 名

3 9月16日（ 水 ）18：00 荻窪タウンセブン8階 会議室 　 6 0 名

4 9月11日（ 金 ）18：00 西荻南集会所 　 4 1 名

5 9月29日（ 火 ）18：00 東信閣 　 4 9 名

計 2 3 4 名

マイナンバーについて、詳しくは 以下をご覧ください。
【ホームページ】

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

【政府広報オンライン】
http://www.gov- online.go.jp

【マイナンバーのお問合せ】
コールセンター 0570-20-0178

【全国共通ナビダイヤル】9：30 ～ 17：30（ 土日祝日・年末年始を除く）
※平成27年10月から平成28年3月までの半年間は平日の聞設時間を20：00まで延長。また年末年始を除く土日祝
日も17：30まで開設予定です。　※一部IP電話等で上配ダイヤルに繋がらない場合は、050-3816-9405におかけ
ください。　※ナビダイヤルは通話料がかかります。　※外国語対応（ 英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルト
ガル語 ）は0570-20-0291におかけください。

マイナンバ ー 検 索

政 府 広 報 検 索

平成 27年 度 公 益 社 団 法 人 荻 窪 法 人 会　ブロック秋 季 研 修 会

【マイナンバー公式twitter】https://twitter.com/MyNumber_PR
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サ
ッ
カ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

　

北
海
道
の
最
北
・
稚
内
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で

1
時
間
40
分
の
利
尻
島
が
、
安
達
署
長
の

故
郷
で
す
。
島
の
中
央
に
は
日
本
百
名
山
の

一
座
、「
利
尻
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
る
利
尻

山
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

「
利
尻
島
で
高
校
3
年
ま
で
を
過
ご
し
ま
し

た
。
卒
業
後
、
船
橋
の
研
修
所
に
入
っ
た
こ

ろ
は
帰
省
す
る
の
に
汽
車
と
船
を
使
っ
て
2

泊
3
日
か
か
り
ま
し
た
。
今
は
タ
イ
ミ
ン
グ

が
よ
け
れ
ば
飛
行
機
で
そ
の
日
の
う
ち
に
着

き
ま
す
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
」

　

高
校
時
代
に
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
。

3
年
生
で
は
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
地
区
6

校
を
代
表
し
て
北
海
道
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

「
私
は
楽
観
的
な
性
格
で
『
明
る
く
楽
し
く

や
ろ
う
』
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
が
、『
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
キ
チ
ン
と
や
る
』

と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
培
っ
た
の
が
こ
の
と
き

の
経
験
で
す
ね
。
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
ま

も
な
く
、
先
輩
と
同
期
の
部
員
が
夜
中
に

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
補
導
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

『
冗
談
じ
ゃ
な
い
、
来
年
の
高
体
連
は
出
場

し
な
い
、
キ
ャ
プ
テ
ン
も
お
り
る
！
』
と
言

っ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
に
引
き
止
め
ら
れ

ま
し
た
。
お
か
げ
で
翌
年
に
地
区
大
会
で
優

勝
で
き
た
の
が
い
い
思
い
出
で
す
」

　

高
校
卒
業
後
の
進
路
を
決
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、
す
で
に
国
税
局
に
勤
め
て
い
た
6

歳
年
上
の
従
兄
弟
の
影
響
が
強
か
っ
た
と
い

い
ま
す
。
彼
は
、
安
達
署
長
が
中
学
1
年

生
の
と
き
か
ら
「
覚
、
お
前
も
俺
の
あ
と

を
来
い
！
」
と
言
い
、
普
通
科
の
高
校
を
選

ん
だ
と
き
に
は
珠
算
と
簿
記
を
勉
強
す
る

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。
町
役

場
、
道
内
の
公
務
員
、
国
家
公
務
員
の
3

つ
で
一
次
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
東
京
で
の
国
家
公
務
員
の
道
を
選

び
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
自
作
で

　

昭
和
49
年
、
高
校
を
卒
業
し
た
安
達
署

長
は
船
橋
市
に
あ
る
税
務
大
学
校
東
京
研

修
所
で
1
年
間
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

「
何
に
も
な
い
草
む
ら
に
灰
色
の
建
物
が
ポ

ツ
ン
と
建
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
研
修
所
と
寮

で
し
た
。
就
寝
前
の
集
ま
り
の
あ
と
、
パ
タ

ン
と
音
が
し
た
の
で
何
か
な
と
思
っ
て
見
る

と
、
窓
の
桟
か
ら
ヘ
ビ
が
落
ち
て
ウ
ニ
ョ
ウ

ニ
ョ
と
動
い
て
い
る
。
驚
き
ま
し
た
ね
。

　

そ
の
こ
ろ
は
映
画
が
好
き
で
、
近
い
と
こ

ろ
で
は
錦
糸
町
あ
た
り
に
観
に
い
き
ま
し

た
。
そ
れ
と
、
3
人
組
の
人
気
ア
イ
ド
ル
・

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
を
追
い
か
け
て
、
土
日
に

デ
パ
ー
ト
の
屋
上
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
聞

け
ば
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
出
か
け
て
ま
し
た

（
笑
）。
カ
メ
ラ
は
、
東
京
に
来
た
と
き
の
赴

任
旅
費
で
買
っ
た
ニ
コ
ン
F
2
フ
ォ
ト
ミ
ッ

「趣味はいろいろあるんです」と話されたとおり、釣り、カメラ、コンピューター、マラソン等々、人生を思い
切り楽しんでいらっしゃる安達署長の素顔が見えるインタビューとなりました。

安達 覚
荻窪税務署署長インタビュー

荻窪署長になって、
やっと『正会員』になりました。

聞き手／前田薫範・岡 博之・小笠 原秀明

荻窪法人会は税務の協力団体でもあります。
新任の税務署長の人柄を紹介しながら、税務行政について、
また荻窪の感想をお聞きします。
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ク
と
い
う
名
機
で
す
」

　

1
年
3
ヶ
月
の
研
修
を
終
え
、
最
初
に

配
属
さ
れ
た
の
が
東
京
国
税
局
総
務
部
の

電
子
計
算
課
で
し
た
。

「
昔
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
操
作
で
す
。

指
示
さ
れ
た
テ
ー
プ
を
デ
ッ
キ
に
か
け
る

と
、
先
輩
が
操
作
し
て
テ
ー
プ
が
回
っ
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
読
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
マ
シ
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

3
年
間
務
め
ま
し
て
、
同
期
に
は
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。
私
は
縁
が
あ

っ
て
平
成
5
年
〜
7
年
に
、
国
税
総
合
管

理
（
K
S
K
）
シ
ス
テ
ム
の
法
人
税
パ
ー
ツ

の
責
任
者
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　

K
S
K
は
国
の
税
務
情
報
を
全
国
一
元

的
に
蓄
積
・
管
理
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
で
す
。「
だ
か
ら
今
で
も
パ
ソ
コ
ン
は
苦

手
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
」
と
語
る
安
達
署
長
で

す
が
、「
苦
手
じ
ゃ
な
い
」
ど
こ
ろ
か
パ
ソ

コ
ン
は
ご
自
分
で
作
る
そ
う
で
す
。

「
マ
ザ
ー
ボ
ー
ド
は
売
っ
て
ま
す
し
、
自
作

の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
は
5
つ
か
6
つ
の
パ
ー
ツ

を
組
み
立
て
る
だ
け
。
あ
と
は
ど
の
ソ
フ
ト

を
選
ぶ
か
で
す
。
2
〜
3
年
に
1
回
は
組

ん
で
い
な
い
と
忘
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
（
笑
）。

　

2
年
半
前
、
今
使
っ
て
い
る
マ
シ
ン
を
組

み
立
て
る
と
き
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の

広
告
が
た
ま
た
ま
目
に
つ
き
ま
し
た
。
マ
シ

ン
の
組
み
立
て
が
終
わ
っ
た
の
が
年
末
で
、

冬
休
み
中
に
ゲ
ー
ム
を
始
め
た
ら
、
こ
れ

は
お
も
し
ろ
い
と
、
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
は
土
日
は
ゲ
ー
ム
漬
け
で
、
カ
ミ
さ

ん
に
怒
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
す
（
笑
）

荻
窪
と
の
ご
縁
は
「
釣
り
」

　

安
達
署
長
の
数
あ
る
ご
趣
味
の
な
か
で

も
30
数
年
と
、
最
も
長
く
続
い
て
い
る
の
が

渓
流
釣
り
で
す
。
休
日
に
は
バ
イ
ク
に
乗
っ

て
山
奥
ま
で
行
き
、
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
釣
り

に
興
じ
ま
し
た
。
遠
く
は
岩
手
県
の
大
船

渡
や
、
岐
阜
と
長
野
の
県
境
に
あ
る
野
麦

峠
の
あ
た
り
ま
で
、
近
い
と
こ
ろ
で
は
秩
父

や
奥
多
摩
に
も
通
っ
た
そ
う
で
す
。

「
最
初
は
バ
イ
ク
で
、
そ
の
う
ち
先
輩
の
車

で
4
人
組
く
ら
い
で
行
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
人
た
ち
が
『
荻
窪
釣
友
会
』
の

メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
。
昭
和
55
〜
56
年

の
こ
ろ
、
荻
窪
税
務
署
の
職
員
10
数
人
で

結
成
し
て
い
た
釣
り
の
会
が『
荻
窪
釣
友
会
』

で
、
私
は
荻
窪
に
い
た
こ
と
は
な
い
ん
で
す

が
特
別
会
員
で
し
た
。
今
回
、
荻
窪
署
の

署
長
に
な
っ
て
、
あ
る
先
輩
か
ら
『
安
達
、

よ
う
や
く
正
会
員
に
な
っ
た
な
』
と
電
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

若
い
こ
ろ
は
、
秩
父
の
山
奥
へ
荒
川
の
源

流
を
た
ど
り
、
登
山
す
る
人
と
同
じ
よ
う
に

山
小
屋
へ
泊
ま
っ
て
、
そ
の
近
く
の
川
で
釣

っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
最
近
は
年
に
1
〜

2
回
、
里
の
川
で
の
釣
り
と
、
そ
の
あ
と
の

お
酒
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」

　

も
う
一
つ
の
ご
趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。

平
成
19
年
に
沖
縄
国
税
事
務
所
に
事
務
管

理
課
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
と
き
、
現
地
の

係
員
が
那
覇
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
の
を
見

て
自
分
も
走
る
ぞ
と
決
め
、
10
キ
ロ
近
く
ダ

イ
エ
ッ
ト
を
し
て
1
年
後
に
は
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
を
完
走
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
年
に
2
〜

3
回
の
ペ
ー
ス
で
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
署
長
と
し
て
赴
任
し

て
い
た
岩
見
沢
で
も
2
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。「
と
こ
ろ
が
、
冬
を
目
前
に
ぎ
っ
く

り
腰
を
患
っ
て
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
、

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
、
ぬ
く
ぬ
く
と
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
70
キ
ロ
を

オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま

ず
い
と
、
東
京
に
戻
っ
て
以
前
に
通
っ
て
い

た
ジ
ム
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
自
分
自

身
の
生
き
方
を
す
る
に
は
元
気
が
な
い
と

ダ
メ
。
健
康
が
第
一
で
す
。
そ
の
た
め
の
ケ

ア
は
自
分
に
し
か
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　

安
達
署
長
の
ご
自
宅
は
日
野
市
で
、
ご

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
の
は
奥
様
と
息
子
さ

ん
。
娘
さ
ん
は
す
で
に
結
婚
さ
れ
て
い
て
、

今
年
2
月
に
は
初
孫
が
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
荻
窪
の
街
、
そ
し
て
荻
窪
法
人

会
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
私
は
荻
窪
署
で
定
年
を
迎
え
ま
す
。
最
後

に
『
荻
窪
釣
友
会
』
の
正
会
員
に
な
れ
た
の

は
偶
然
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
中
央

INTERVIEW

線
沿
線
で
、
荻
窪
を
通
る
と
落
ち
着
き
の

あ
る
い
い
街
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
先

輩
方
か
ら
は
、
昔
な
が
ら
の
街
で
人
情
も
あ

る
、
仕
事
を
す
る
に
も
い
い
と
こ
ろ
だ
よ
と

聞
い
て
い
ま
す
。
荻
窪
法
人
会
の
方
と
も
お

話
し
し
ま
し
た
が
、
特
に
若
手
に
は
法
人
会

役
員
の
二
代
目
の
方
が
多
く
、
自
分
た
ち
の

街
を
一
生
懸
命
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る

の
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
伸
び
て

い
く
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
荻
窪
税
務

署
と
し
て
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
節
税
の
相

談
な
ど
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
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担
当
支
部
に
つ
い
て

清
水
勝
利 

第
2
支
部
長　

第
2
支
部
は
、

下
井
草
2
丁
目
、
3
丁
目
。
太
田
さ
ん
、

葛
和
さ
ん
、
石
田
さ
ん
、
あ
と
高
橋
さ

ん
と
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
す
か
ね
。
元

気
な
方
た
ち
が
い
ら
し
て
、
な
か
な
か
集

ま
る
と
面
白
い
支
部
で
す
。
私
は
そ
の
中

で
も
一
番
、
新
人
会
員
な
ん
で
す
け
ど
、

葛
和
さ
ん
が
ど
う
し
て
も
や
っ
て
く
れ
と

い
う
こ
と
で
、
去
年
の
う
ち
は
、
支
部
長

に
な
る
な
ら
や
め
る
と
い
っ
て
た
ん
で
す

け
ど
、
い
つ
の
間
に
か
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
な
か
な
か
、
力

足
り
な
い
で
す
け
ど
、
で
き
る
限
り
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

矢
島
勝
行 

第
5
支
部
長　

第
1
ブ
ロ
ッ

ク
第
5
支
部
の
担
当
は
、
今
川
の
1
丁

目
〜
4
丁
目
と
上
井
草
4
丁
目
で
す
。

主
に
青
梅
街
道
の
北
側
か
ら
早
稲
田
通

り
の
南
側
の
間
の
地
域
で
す
。
第
5
支

部
に
は
、
荻
窪
法
人
会
副
会
長
の
（
株
）

泉
商
会
の
八
方
淑
夫
さ
ん
、
第
1
ブ
ロ
ッ

ク
組
織
委
員
の
（
株
）
第
一
電
工
の
佐
々

木
止
さ
ん
、
社
会
貢
献
委
員
の
（
有
）

ケ
イ
・
ア
イ
・
サ
ポ
ー
ト
の
伊
藤
精
人
さ

ん
が
ご
在
籍
で
す
。
第
5
支
部
は
役
員

数
が
少
な
い
方
で
す
の
で
最
少
人
数
で

新 支 部 長 座 談 会
本 音 ト ー ク の 座 談 会 S E R I E S

縦割りではなく横の繋がりを。
地域の特徴の把握や同業種の情報共有するには。
法人会の中での役割、今後の展望、親会への要望を
新しく支部長になられた皆さんにざっくばらんに語っていただきました。

毎号、座談会を組んでいます。テーマは毎回替わります。定期的なテーマを題材にしたり、その時々の話題に沿って
話を進める場合もあります。会員勧奨や社会貢献など話の幅は大きく設定しますが、法人会への思障ない意見を聞きます。

座談会について

【出席者】
清水勝利 第2支部長
矢島勝行 第5支部長
小川尚彦 第23支部長
野村浩司 第25支部長

【司会】
岡博之広報委員長
小笠原秀明広報副委員長
前田薫範委員
東文子委員
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矢島 第5支部長

小川 第23支部長

野村 第25支部長

前田委員

岡委員長

小笠原副委員長

東委員

清水 第2支部長

運
営
し
て
い
ま
す
。
私
は
荻
窪
法
人
会

に
入
っ
て
3
年
目
ぐ
ら
い
で
す
が
、
現

在
は
第
5
支
部
の
組
織
委
員
と
第
1
ブ

ロ
ッ
ク
の
研
修
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
地
元
の
、
松
庵
小
学
校
〜
神

明
中
学
校
の
卒
業
生
で
す
。
会
社
は
、

看
板
・
デ
ザ
イ
ン
業
を
営
ん
で
お
り
、
荻

窪
や
杉
並
区
内
だ
け
で
な
く
都
内
各
地

で
施
工
し
て
お
り
ま
す
。
荻
窪
法
人
会

で
は
、
常
任
理
事
の
八
欧
産
業
（
株
）
の

嶋
信
介
さ
ん
の
ご
子
息
や
、
第
23
支
部

の
（
株
）
シ
ミ
ズ
工
芸
の
清
水
弘
道
さ
ん

と
、
東
京
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合
の

城
西
支
部
で
も
、
一
緒
に
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
荻
窪
法
人
会
へ
は
、「
何
か
少
し

で
も
地
元
に
貢
献
で
き
る
事
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
」
と
言
う
事
で
入
会
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
ま
た
、
第
5
支
部
は

ほ
ぼ
住
宅
街
で
す
の
で
、
商
店
で
す
と
か

企
業
が
大
変
少
な
い
エ
リ
ア
で
あ
り
会
員

増
強
も
毎
年
大
変
で
す
。
何
分
、
急
遽

引
き
継
い
だ
か
た
ち
の
支
部
長
で
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

野
村
浩
司 

第
25
支
部
長　

第
5
ブ
ロ
ッ
ク

第
25
支
部
は
、
今
ま
で
支
部
長
だ
っ
た

平
井
さ
ん
が
、
今
度
は
定
年
と
い
う
こ

と
で
、
今
度
監
事
さ
ん
に
な
ら
れ
た
ん
で

す
け
ど
も
、
私
、
平
井
さ
ん
が
支
部
長

に
な
る
と
き
に
、
組
織
に
入
り
ま
し
て
、

も
う
10
年
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
、
や
っ
て

き
て
、
商
店
会
と
か
、
い
ろ
い
ろ
業
界
と

か
の
役
員
も
や
っ
て
い
る
の
で
、
ち
ょ
っ

と
ど
う
か
な
と
も
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど

も
、
ち
ょ
う
ど
支
部
の
役
員
会
の
と
き

に
、
平
井
前
支
部
長
の
前
の
支
部
長
だ

っ
た
相
馬
相
談
役
に
背
中
押
さ
れ
ち
ゃ
い

ま
し
て
、
順
番
で
し
ょ
う
が
な
い
の
か
な

と
い
う
。
た
だ
、
そ
の
と
き
に
、
う
ち
の

支
部
、
結
構
、
幹
事
さ
ん
、
な
か
な
か

出
て
こ
ら
れ
な
い
方
も
多
か
っ
た
の
で
、

副
支
部
長
、
私
と
も
う
1
人
の
方
い
た

ん
で
す
け
ど
も
、
今
度
も
っ
と
、
副
支
部

長
に
、
上
の
方
と
い
う
か
、
う
ち
の
支
部

で
、
有
力
企
業
の
若
社
長
が
お
二
方
い
た

も
ん
で
、
そ
の
方
々
に
、
副
支
部
長
に
な

っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

支
部
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

荻
窪
5
丁
目
と
い
う
こ
と
で
、
比
較

的
、
分
母
と
い
い
ま
す
か
、
法
人
数
の
多

い
地
域
で
す
。
組
織
で
勧
誘
す
る
の
に

は
、
な
か
な
か
や
り
や
す
い
と
い
う
か
、

た
だ
異
動
も
多
い
も
ん
で
す
か
ら
、
新

た
に
と
い
う
の
は
や
り
や
す
い
と
こ
な
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
な
か
な
か
大

変
な
、
要
す
る
に
退
会
を
防
止
す
る
と

い
う
と
こ
ま
で
は
、
ま
だ
い
っ
て
な
い
よ

う
な
と
こ
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

小
川
尚
彦 

第
23
支
部
長　

私
は
、
荻
窪
駅

南
側
、
環
状
8
号
線
沿
い
で
、
葬
祭
業

を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
第
5
ブ
ロ
ッ
ク

23
支
部
は
、
荻
窪
1
丁
目
、
2
丁
目
、

3
丁
目
、
一
部
、
ご
く
小
さ
い
商
店
街
が

何
カ
所
か
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
と

ん
ど
は
住
宅
街
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
、

商
店
会
の
会
員
さ
ん
が
、
割
と
多
く
所

属
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
割
と
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
で
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
支
部
な
の
か
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
野
村
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
た
の
と
は
全
く
真
逆
に
な

る
ん
で
す
け
れ
ど
、
と
に
か
く
住
宅
街

多
い
ん
で
、
な
か
な
か
、
勧
奨
活
動
で

す
と
か
、
ご
自
宅
を
会
社
の
登
記
に
さ

れ
て
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
大
変
多
い
地

域
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
な
か
な
か
、
も

う
異
動
も
な
い
の
で
、
毎
年
、
顔
出
す

と
こ
ろ
は
一
緒
で
、
ま
た
来
た
か
ぐ
ら
い

の
、
そ
ん
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
新
設
法
人
と
い
う
こ
と

で
回
っ
て
は
み
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
や

は
り
、
自
宅
で
あ
っ
た
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
り
、
ア
パ
ー
ト
で
あ
っ
た
り
、

表
札
は
出
て
い
る
け
れ
ど
、
会
社
名
が

ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
い
。
出
て
て
も
、
テ

ー
プ
で
貼
っ
て
あ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
地

域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
調
査
に
し
て
も
、
勧
奨

活
動
に
し
て
も
な
か
な
か
、
大
変
な
地

域
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
支

部
長
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
か
ら
に
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は
、
頑
張
っ
て
、
会
員
を
増
や
さ
な
き
ゃ

な
と
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
方

岡
博
之
広
報
委
員
長　

支
部
長
に
な
ら
れ

て
、
ま
だ
半
年
た
っ
て
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
会
員
増
強
活
動
に
関
し
て
、
前
支

部
長
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
か
、
ご
自

分
で
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

野
村　

今
年
度
か
ら
今
ま
で
の
未
納

の
会
員
が
、
退
会
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
、
会
員
数
が
減
る
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
難
し

い
時
期
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
。

矢
島　

今
年
は
、
特
に
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
も
な
い
の
で
、
ど
う
い
っ
た
形
で
増

や
し
て
く
か
は
、
ま
だ
相
談
し
て
る

と
こ
ろ
で
す
。
か
な
り
苦
戦
す
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
川　

会
員
増
強
は
地
域
柄
、
か
な

り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
す
。
法
人

企
業
と
い
っ
て
も
、
ご
家
族
で
さ
れ
て

い
た
り
と
か
、
社
長
さ
ん
が
ご
自
分

で
動
い
て
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間

を
割
い
て
、
勧
奨
活
動
を
し
て
い
た
だ

く
の
は
忍
び
な
い
と
い
う
気
持
ち
は

あ
り
ま
す
。

東
文
子
広
報
委
員　

会
員
増
強
す
る
に

は
、
や
は
り
、
支
部
の
人
た
ち
が
、

ま
ず
仲
良
く
。
そ
こ
か
ら
が
第
一
歩
だ

と
思
い
ま
す
。
顔
も
知
ら
な
い
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
は
、
一
緒
に
増
強
し
よ

う
と
思
っ
て
も
無
理
だ
と
思
い
ま
す
。

支
部
の
人
た
ち
と
、
暑
気
払
い
な
ど

や
慰
労
会
を
や
る
こ
と
も
大
事
な
の

か
な
と
思
い
ま
す

稼
働
法
人
調
査
に
つ
い
て

小
川　

勧
奨
活
動
は
複
数
で
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
男
女
織
り
交
ぜ
て

2
〜
3
名
の
グ
ル
ー
プ
で
新
設
法
人
を

メ
ー
ン
に
や
っ
て
い
ま
す
。

岡　

稼
働
法
人
調
査
も
何
人
か
で
？

小
川　

稼
働
法
人
調
査
に
関
し
て
は
、

だ
い
た
い
6
〜
7
社
を
1
人
の
方
に
割

り
振
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
空
い
て
る
時

間
に
、
調
査
だ
け
し
て
き
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

野
村　

う
ち
の
支
部
は
役
員
の
全
員
が

組
織
委
員
で
す
。
稼
働
法
人
調
査
に
関

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
役
員
で
1
人
6
件

か
7
件
。
小
川
さ
ん
と
一
緒
で
新
設
の

法
人
を
メ
ー
ン
に
や
っ
て
ま
す
。

会
員
同
士
の
交
流
に
つ
い
て

前
田
薫
範
広
報
委
員　

会
員
の
交
流
ま
た

は
退
会
防
止
の
た
め
に
何
か
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。
例
え
ば
卓
球
大
会

と
か
。

小
川　

法
人
だ
け
の
つ
な
が
り
で
は
な
く

て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
何
か
手
段
が

あ
れ
ば
、
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

野
村　

予
算
の
面
で
は
な
か
な
か
支
部

単
体
で
は
動
け
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
の

で
、
い
く
つ
か
支
部
合
同
で
や
る
の
で
あ

れ
ば
、
で
き
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

矢
島　

出
来
る
だ
け
異
業
種
交
流
会
や

夏
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
・
秋
の
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
・
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
荻
窪
法

人
会
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
誘
い
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

に
は
15
名
ぐ
ら
い
参
加
し
ま
し
た
。
や

は
り
、
単
純
に
ご
近
所
の
イ
ベ
ン
ト
的
な

も
の
と
い
う
こ
と
で
、
気
軽
さ
が
あ
り
参

加
し
や
す
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

目
標
の
設
定

清
水　

前
支
部
長
の
方
針
を
引
き
継
い

で
ま
す
。
第
2
支
部
は
、「
ま
ず
楽
し
み

ま
し
ょ
う
」
み
た
い
の
が
あ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
な
ん
で
す
け
ど
、
勧
誘
の
と

き
そ
れ
が
伝
え
ら
れ
な
い
で
す
ね
。
法

人
会
っ
て
い
う
こ
と
も
、
一
言
で
は
説
明

で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
し
。
と
い
う
の

を
す
ご
く
、
勧
誘
に
実
際
行
く
と
感
じ

ま
す
。

野
村　

や
は
り
、
ど
う
し
て
も
、
前
支
部

長
の
復
習
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
何
期
や
れ
る
か
は
分
か
ら
な
い
で
す

け
ど
、
独
自
性
を
何
と
か
出
し
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
。
特
に
支
部
長
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
ど
う
こ
う
っ
て
い
う
の

で
は
な
く
て
、
役
員
さ
ん
み
ん
な
で
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
今
の
支
部
、
25
支
部
あ
る
中

で
、
こ
れ
か
ら
ま
た
多
く
な
る
っ
て
こ
と

は
絶
対
な
い
の
で
、
い
つ
か
は
、
合
併
し

て
、
支
部
の
数
が
減
っ
て
い
っ
た
り
し
た

と
き
に
、
ど
う
か
っ
て
い
う
の
は
あ
る
。

そ
こ
ま
で
今
考
え
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と

は
思
い
ま
す
が
。
以
前
は
30
支
部
ぐ
ら

い
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
ま
た
そ
う
い
う
時

期
が
き
た
と
き
に
、
支
部
が
、
ど
ん
な
形

で
生
き
延
び
て
い
く
の
か
っ
て
い
う
こ
と

が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

小
川　

今
ま
で
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、

支
部
長
は
理
事
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。

理
事
会
の
出
席
と
い
う
役
割
が
増
え
た

と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
次
の
支
部
長
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に
、
う
ま
く
そ
の
あ
た
り
を
、
整
理
し
て

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

矢
島　

私
は
比
較
的
短
い
年
数
で
、
支

部
長
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
伝
統
的
な

第
5
支
部
の
方
針
と
い
う
も
の
は
、
あ

ま
り
継
承
さ
れ
て
な
い
ん
で
す
け
ど
、
逆

に
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
第
5
支
部
と
い
う

も
の
を
、
一
か
ら
つ
く
り
直
し
て
い
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
新

た
な
一
歩
か
ら
」
と
い
う
気
持
ち
で
や
る

っ
て
い
う
の
が
目
標
で
す
ね
！

あ
と
、
一
般
会
員
さ
ん
も
含
め
た
支
部
会

の
開
催
回
数
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
。

支
部
と
地
域
と
位
置
の
関
係

東　

杉
並
も
、
端
か
ら
端
ま
で
あ
り
ま

し
て
、
下
井
草
と
い
っ
て
も
、
知
ら
な
い

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。「
こ
の

支
部
長
は
ど
の
辺
が
担
当
か
な
」
と
か
、

今
川
は
、
荻
窪
病
院
で
す
か
ね
、
あ
の

辺
り
と
か
。
そ
う
す
る
と
、
小
川
支
部

長
の
と
こ
ろ
は
、
宮
前
。
宮
前
と
い
っ
た

ら
、
久
我
山
な
ど
あ
る
と
思
う
の
で
す

が
、
あ
ま
り
行
っ
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す

ね
。

　

小
川
支
部
長
は
、
下
井
草
辺
り
は
ご

存
じ
で
す
か
？

小
川　

さ
す
が
に
場
所
は
知
っ
て
ま
す
け

ど
も
ね
。
あ
ま
り
行
く
機
会
は
な
い
で

す
ね
。

東　

管
内
は
結
構
広
い
ん
で
す
ね
。
で
す

か
ら
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
と
い
う
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

小
川　

い
き
な
り
支
部
長
に
な
る
こ
と

は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
何
か
し
ら

役
を
や
っ
て
、
副
支
部
長
な
り
を
経
て
、

支
部
長
へ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
。
だ
か
ら
、
や
っ
て
る
こ

と
っ
て
、
そ
ん
な
に
大
き
く
変
わ
る
こ
と

は
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
工
夫

し
よ
う
か
な
と
思
っ
た
の
が
、
今
ま
で

は
、
会
議
に
関
し
て
は
、
法
人
会
1
階

を
借
り
て
、
役
員
会
を
し
て
、
そ
の
後

懇
親
会
と
い
う
流
れ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

私
の
支
部
は
荻
窪
の
南
側
で
、
ち
ょ
っ

と
駅
か
ら
も
離
れ
て
ま
す
の
で
、
な
か

な
か
、
法
人
会
館
ま
で
行
っ
て
、
会
合

し
て
、
ま
た
そ
こ
か
ら
、
懇
親
会
と
な

る
と
、
中
に
は
、
そ
こ
ま
で
行
く
の
が

面
倒
く
さ
い
。
そ
れ
で
人
数
も
減
っ
て

き
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
の
で
、
な
る

べ
く
南
側
で
、
5
〜
6
名
を
集
ま
る
よ

う
な
ス
ペ
ー
ス
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

の
で
、
そ
ん
な
に
費
用
が
か
か
ら
な
い
、

食
事
の
で
き
る
場
所
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た

会
議
を
開
か
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
と
こ

ろ
を
探
し
て
、
で
き
れ
ば
、
毎
回
場
所

を
変
え
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
飽
き
が
こ

な
い
よ
う
に
、
な
る
べ
く
出
席
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
工
夫
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

会
員
の
参
加
率
向
上
の
た
め
に

前
田　

支
部
で
は
役
員
会
や
研
修
会
な

ど
の
出
席
率
は
、
2
割
〜
3
割
ぐ
ら
い

で
し
ょ
う
か
。
名
簿
に
は
い
る
け
ど
顔
は

分
か
ら
な
い
と
い
う
方
々
を
、
ど
う
引
っ

張
り
上
げ
る
の
か
。
支
部
の
見
え
て
な
い

部
分
を
掘
り
起
こ
す
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
何
か
い
い
案
が
あ

り
ま
す
か
？

岡　

退
会
防
止
と
も
関
係
し
ま
す
ね
。

前
田　

さ
ら
に
、
現
在
出
席
し
て
い
る
人

に
対
し
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

中
心
に
支
部
長
が
な
っ
て
い
く
と
思
う
の

で
す
け
ど
、
突
拍
子
も
な
い
方
法
で
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
こ
の
広
報
誌

を
読
ん
だ
と
き
に
、
他
の
支
部
の
方
の
参

考
に
も
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

小
川　

実
は
、
支
部
長
に
な
っ
た
と
き
に
、

こ
の
23
支
部
の
会
員
さ
ん
全
体
を
よ
く

把
握
し
て
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、

事
務
局
に
頼
ん
で
、
23
支
部
の
会
員
名

簿
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
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れ
、
あ
ら
た
め
て
見
ま
す
と
、
入
っ
て

な
か
っ
た
人
が
居
た
り
と
か
、
こ
の
人
入

っ
て
た
ん
だ
と
か
っ
て
思
う
よ
う
な
こ
と

が
、
意
外
と
出
て
き
た
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
何
か
こ
れ
か
ら
催
し
を
行
う
際
も
、

例
え
ば
先
ほ
ど
の
商
店
街
じ
ゃ
な
い
で
す

け
ど
も
、
私
の
と
こ
ろ
も
商
店
街
に
入

っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
同
じ
商
店
街
の
会

員
さ
ん
で
、
こ
こ
の
店
入
っ
て
た
っ
て
い

う
の
が
分
か
っ
た
だ
け
で
も
、
名
簿
も
ら

っ
て
良
か
っ
た
な
と
。
こ
れ
か
ら
な
る
べ

く
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
催
し
が

あ
る
と
き
に
は
、
積
極
的
に
そ
こ
へ
声
掛

け
に
行
っ
た
り
と
か
。
意
外
と
入
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

会
員
増
強
に
行
っ
て
み
よ
う
か
な
、
っ
て

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
ま
す
。

会
員
名
簿
の
活
用
方
法

矢
島　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
広
報
委
員
会
さ

ん
の
担
当
な
ん
で
す
か
？

岡　

そ
う
で
す
。

矢
島　

会
員
名
簿
は
載
っ
て
な
い
で
す
よ

ね
。
何
か
理
由
が
あ
る
ん
で
す
か
。

前
田　

会
社
の
情
報
は
本
来
個
人
情
報

で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
載
せ
て
く

れ
る
な
と
い
う
方
と
か
、
デ
ー
タ
と
し
て

持
っ
て
か
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
こ
に
載
せ

な
い
っ
て
い
う
趣
旨
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

矢
島　

で
も
、
載
せ
た
方
の
メ
リ
ッ
ト
っ

て
い
う
の
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
載

せ
な
い
こ
と
よ
り
多
い
と
思
い
ま
す
が
。

他
の
組
合
さ
ん
を
見
る
と
、
結
構
、
出
て

き
ま
す
よ
。
私
も
今
回
、
仕
事
の
依
頼

先
を
荻
窪
法
人
会
の
会
員
さ
ん
の
中
か

ら
と
思
っ
て
、
当
然
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会

員
企
業
名
が
載
っ
て
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て

探
し
て
も
全
く
分
か
ら
ず
、
か
な
り
が
っ

か
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
趣

旨
な
ら
ば
、
会
員
専
用
の
パ
ス
ワ
ー
ド
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
方
法
も
あ
る
か

と
思
う
の
で
す
が
。

前
田　

他
の
団
体
で
パ
ス
ワ
ー
ド
で
見
れ

る
と
こ
ろ
は
多
い
で
す
ね
。

矢
島　

昔
あ
っ
た
よ
う
な
荻
窪
法
人
会

の
会
員
名
簿
が
配
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で

は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
縦
の
つ
な
が
り
だ
け

で
、
相
互
交
流
や
会
員
全
体
の
横
の
広
が

り
に
関
し
て
は
手
薄
な
よ
う
な
気
も
し
ま

す
。
会
員
さ
ん
同
士
で
も
っ
と
、
い
ろ
い

ろ
な
人
脈
や
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
と
考

え
い
る
人
は
い
る
と
思
う
の
で
す
け
ど
、

そ
う
い
う
こ
と
で
、「
入
会
し
て
も
特
別

に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
と
感
じ
て
し
ま
う

人
は
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

あ
と
、
異
業
種
交
流
会
の
他
に
も
、

例
え
ば
業
種
別
で
業
界
だ
け
の
集
ま
り

が
あ
る
と
、
話
も
盛
り
上
が
っ
た
り
す
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
不
動
産
業
や
建

築
業
、
印
刷
業
等
と
あ
れ
ば
、
割
と
そ

の
業
界
で
、「
こ
ん
な
物
件
あ
る
ん
だ
け

ど
」
と
か
、「
こ
ん
な
施
工
方
法
も
で
き

る
ん
だ
ね
」
と
か
、「
こ
ん
な
特
殊
な
印

刷
で
き
る
よ
」
と
か
。

　

荻
窪
法
人
会
に
入
る
と
、「
青
年
部
ご

出
身
の
方
」
以
外
は
ど
う
し
て
も
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
、
支
部
単
位
だ
け
の
お
付
き
合

い
と
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
法
人
会

に
入
っ
て
一
番
気
に
な
る
の
は
、
そ
こ
で

す
ね
。
よ
り
沢
山
の
人
た
ち
と
知
り
合

い
た
い
の
に
、
ち
ょ
っ
と
堅
苦
し
い
よ
う

な
気
も
し
ま
す
。

同
業
者
の
交
流

前
田　

同
業
者
の
交
流
を
ブ
ロ
ッ
ク
も
支

部
も
越
え
て
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
の

は
、
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

清
水　

い
ろ
ん
な
方
が
居
て
、
い
ろ
ん
な

技
術
を
持
っ
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
と
結

び
つ
い
て
連
携
し
て
、
新
し
い
事
業
が
、

こ
の
法
人
会
で
生
ま
れ
る
み
た
い
な
モ
デ

ル
も
あ
れ
ば
、
入
会
の
と
き
の
魅
力
に
な

っ
て
き
ま
す
ね
。

　

初
め
て
の
人
に
説
明
す
る
の
は
難
し
い

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
メ
リ
ッ
ト
は
幾
つ

あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

今
、
メ
リ
ッ
ト
が
も
し
1
0
0
だ
と

し
た
ら
、
そ
れ
が
1
0
1
に
な
っ
て
も

1
0
2
に
な
っ
て
も
い
い
と
思
う
の
で
、

確
か
に
、
地
区
の
仲
間
、
地
区
の
友
達

と
い
う
の
も
大
事
で
す
が
、
同
じ
業
種
の

仲
間
と
い
う
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
困
っ
た
と
き
に
、「
ち
ょ
っ
と
手
貸

し
て
」、
み
た
い
な
こ
と
も
で
き
れ
ば
い
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い
で
す
ね
。

前
田　

結
び
つ
き
や
す
い
業
種
と
結
び
つ

き
に
く
い
業
種
と
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
面
白
い
ア
イ
デ
ア
だ
な
と
は
思
い

ま
す
。

法
人
会
と
商
店
会

野
村　

う
ち
の
支
部
は
商
店
会
3
つ
あ

る
ん
で
す
け
ど
、
私
、
1
つ
の
商
店
会

の
会
長
を
や
ら
し
て
い
た
だ
い
て
る
ん
で

す
が
、
う
ち
の
商
店
会
は
一
番
小
さ
い
商

店
会
な
ん
で
す
け
ど
、
役
員
に
な
っ
て

る
方
、
監
事
の
方
、
他
の
商
店
会
で
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、

実
際
、
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
商
店
会
の
役
員
会

と
、
支
部
の
役
員
会
、
ほ
と
ん
ど
メ
ン
バ

ー
一
緒
み
た
い
な
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ

う
い
う
意
味
で
、
そ
の
商
店
会
同
士
の

会
長
や
副
会
長
と
し
て
の
連
合
の
集
ま

り
み
た
い
な
の
は
あ
る
ん
で
す
。
で
す
か

ら
、
今
度
、
そ
う
い
っ
た
他
の
商
店
会
の

方
は
、
皆
さ
ん
法
人
会
入
っ
て
ら
っ
し
ゃ

る
方
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
来
期
、
も
し

私
が
ま
た
支
部
長
や
る
ん
で
あ
れ
ば
、
そ

う
い
う
人
に
も
役
員
な
っ
て
も
ら
っ
て
、

そ
う
い
う
中
で
の
交
流
も
す
れ
ば
、
ま

た
新
た
に
い
ろ
ん
な
お
付
き
合
い
か
ら
い

ろ
い
ろ
広
が
っ
て
く
る
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

総
会
の
前
の
時
期
は
、
役
員
会
な
ど

が
続
い
て
あ
っ
た
り
す
る
と
、
結
局
同

じ
メ
ン
バ
ー
み
た
い
な
こ
と
が
よ
く
あ
る

の
で
、
せ
っ
か
く
3
つ
商
店
会
あ
る
の

で
、
そ
う
い
う
中
で
広
げ
て
い
け
た
ら

い
い
で
す
。

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

次
へ
の
引
き
継
ぎ
方

小
笠
原
秀
明
広
報
副
委
員
長　

私
も
一
応

は
副
支
部
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
る

ん
で
す
が
、
支
部
に
よ
っ
て
、
支
部
長
の

任
期
的
な
、
何
年
何
期
と
か
っ
て
い
う
、

は
っ
き
り
し
た
決
ま
り
と
い
う
か
、
規
約

と
い
う
か
、
そ
う
い
う
の
が
決
ま
っ
て
る

の
か
ど
う
な
の
か
。
自
分
た
ち
は
、
皆
さ

ま
が
、
ま
だ
半
年
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
け
ど

も
、
ど
れ
く
ら
い
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
こ
う

い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
か
っ
て
い
う

考
え
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
あ
と
は
次
の

方
へ
受
け
継
ぐ
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
か
、

っ
て
い
う
の
を
、
皆
さ
ま
ど
う
い
う
ふ
う

に
お
考
え
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

野
村　

皆
さ
ん
、
お
忙
し
い
な
か
、
な
か

な
か
支
部
長
に
な
ろ
う
な
ん
て
い
う
人

は
い
な
い
で
す
け
ど
ね
。
で
も
、
こ
う
い

う
組
織
は
、
行
政
な
ど
と
違
っ
て
、
何
期

や
っ
て
も
そ
れ
な
り
の
特
色
が
出
て
、
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
な

る
べ
く
、
そ
れ
ま
で
に
は
後
進
に
譲
り
た

い
と
思
い
ま
す
が
。
有
力
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
ん
で
、
そ
う
い
う
人
に
、
早
く
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
な
と
は
思
っ
て
ま
す
。

矢
島　

第
5
支
部
は
、
次
の
人
材
を
新

入
会
員
さ
ん
の
中
か
ら
育
て
る
と
こ
ろ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
の
で
、
何
年
先
と
い

う
の
は
、
特
に
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
お

若
い
方
に
、
ど
ん
ど
ん
世
代
交
代
し
て
っ

た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
個
人
的

に
は
思
っ
て
ま
す
。

清
水　

私
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う

と
、
1
期
2
年
で
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

支
部
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

岡　

最
後
に
、
ご
所
属
の
支
部
、
ま
た
は

ブ
ロ
ッ
ク
宛
て
に
、
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

清
水　

至
ら
ぬ
支
部
長
で
す
が
、
ど
う
ぞ

お
支
え
く
だ
さ
い
。

矢
島　

第
5
支
部
は
、
今
期
か
ら
「
新

た
な
一
歩
」
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
指
導
・
ご
協
力
の
程
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
川　

最
初
か
ら
言
っ
て
ま
す
け
ど
、
と

て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
い
い
支
部
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

野
村　

新
し
く
、
今
年
か
ら
支
部
長
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岡　

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ア
ド
リ
ブ
の
2
代
目
社
長

　

鹿
野
副
会
長
は
、
東
京
都
小
金
井
市
の

お
生
ま
れ
で
す
。
高
校
卒
業
後
、
デ
ザ
イ

ン
学
校
で
学
び
、
長
年
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
26
歳
で
ご
結
婚
さ
れ
、
奥
様
が
荻
窪

の
方
だ
っ
た
ご
縁
で
天
沼
に
居
を
構
え
ら

れ
ま
し
た
。

「
い
く
つ
か
の
会
社
を
経
て
、
何
人
か
で
ア

ド
バ
タ
イ
ジ
ン
グ
・
リ
ブ
と
い
う
会
社
を

立
ち
上
げ
た
の
が
30
歳
前
後
で
、
会
社
は

最
初
、
六
本
木
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
麻
布
に
移
り
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
44
歳

の
と
き
に
株
式
会
社
ア
ド
バ
タ
イ
ジ
ン
グ
・

リ
ブ
、
通
称
ア
ド
リ
ブ
の
2
代
目
の
社
長

に
な
り
ま
し
た
。
荻
窪
に
事
務
所
を
移
転

し
て
、
で
も
13
年
し
か
や
っ
て
な
く
て
、

57
歳
の
と
き
に
前
田
さ
ん
に
引
き
継
い
だ

ん
で
す
」

　

そ
の
会
社
は
、
A
D
L
I
V
E
株
式

会
社
と
名
称
を
変
え
、
広
報
委
員
の
前

田
薫
範
さ
ん
が
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

会
社
か
ら
引
退
し
た
と
き
、「
遊
ん
で
暮

ら
す
！
」
と
豪
語
し
た
と
い
う
鹿
野
副
会

長
で
す
が
、
休
む
間
も
な
く
、
法
人
会
は

も
ち
ろ
ん
地
域
の
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
ま
た
現
在
は
、
奥
様
の
む
つ
み
さ
ん

が
経
営
す
る
有
限
会
社
神
田
裁
縫
所
の
役

員
に
籍
を
置
い
て
い
ま
す
。

広
報
誌
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
尽
力

　

鹿
野
副
会
長
が
荻
窪
で
仕
事
を
す
る
よ

う
に
な
っ
て
ま
も
な
く
の
こ
と
、
す
で
に

奥
様
が
荻
窪
法
人
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、「
ぜ
ひ
広
報
委
員
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
声
が
か
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
亡
く
な
っ
た
厚
田
昌
範
さ
ん
が
広
報
委
員

長
で
、
今
の
岡
委
員
長
の
お
父
様
、
岡
博

文
さ
ん
が
副
委
員
長
の
と
き
で
、
私
は
広

告
や
出
版
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
仕
事
柄
、

広
報
誌
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
の
誌
上
座
談
会
の
形
式
は
厚
田
さ
ん

が
始
め
た
ん
で
す
が
、
副
委
員
長
の
岡
さ

ん
が
司
会
を
し
て
、
厚
田
さ
ん
が
そ
れ
を

書
き
留
め
て
い
ま
し
た
。
税
務
署
長
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
も
、
聞
く
の
は
副
委
員
長
、

そ
れ
を
書
く
の
が
委
員
長
。
委
員
長
も

高
齢
で
、
そ
こ
で
私
が
、
録
音
し
て
テ
ー

プ
起
こ
し
を
す
る
方
法
を
提
案
し
た
ん
で

す
。
そ
れ
か
ら
は
委
員
長
が
司
会
や
聞
き

手
に
な
り
ま
し
た
」

　

厚
田
委
員
長
の
時
代
は
、
広
報
誌
が
大

き
く
変
化
し
た
と
き
で
あ
る
と
も
い
い
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
世
の
中
に
デ
ジ
タ
ル
の
波

平成25年、公益社団法人化の年に副会長に就任された鹿野修二氏に、広報委員会でのエピソードや委員長
時代の思い、現在行っている町会や学校など地域のボランティア活動についてお話をうかがいました。

鹿野 修二
副会長インタビュー

「見やすくて、一般の人も読める、
公平で平等な広報誌を作りたいと
思いました。」

聞き手／根田吉雄・岡 博之・前田薫範

荻窪法人会は税務の協力団体でもあります。
新任の税務署長の人柄を紹介しながら、税務行政について、
また荻窪の感想をお聞きします。
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が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
一
委
員
だ
っ
た
鹿

野
副
会
長
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
委
員
会

活
動
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、
広

報
誌
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手
し
た
の
で
す
。

「
1
台
7
0
0
万
円
も
す
る
プ
ロ
仕
様
の

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
い
ち
早
く
買
っ
て
、

そ
れ
を
使
え
ば
製
版
し
な
い
で
、
ダ
イ
レ

ク
ト
に
フ
ィ
ル
ム
に
し
て
印
刷
で
き
る
か

ら
、
そ
の
分
経
費
削
減
に
な
る
。
う
ち
が

貧
乏
会
社
だ
っ
た
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の

を
取
り
入
れ
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
か
っ

た
（
笑
）。
そ
れ
で
広
報
誌
の
印
刷
費
は
半

分
近
く
ま
で
減
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

法
人
会
で
最
初
に
予
算
を
縮
小
し
た
の
が

広
報
委
員
会
で
、
金
額
が
大
き
か
っ
た
し

早
か
っ
た
ん
で
す
」

　

平
成
17
年
に
は
広
報
委
員
長
お
よ
び
常

任
理
事
に
就
任
さ
れ
、
委
員
長
と
し
て
6

年
間
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

「
広
報
誌
の
ハ
ー
ド
面
が
大
き
く
変
わ
っ

て
、
今
度
は
ソ
フ
ト
面
、
つ
ま
り
中
身
も

変
え
て
い
く
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
内
容

と
し
て
は
以
前
と
そ
ん
な
に
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
言
い
回
し
を
や
さ
し
く
し
た
り
、

一
般
の
人
が
読
ん
で
も
お
も
し
ろ
い
内
容

を
入
れ
た
り
、
誌
面
を
大
き
く
し
て
見
や

す
く
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
ア
イ
デ

ィ
ア
を
入
れ
ま
し
た
。
一
つ
だ
け
、
私
が

こ
れ
だ
け
は
し
な
い
と
決
め
た
の
は
、
一

つ
の
企
業
を
追
い
か
け
て
取
り
上
げ
る
よ

う
な
記
事
で
す
。
会
員
が
二
千
数
百
社
あ

る
と
取
り
上
げ
き
れ
な
い
企
業
が
必
ず
出

て
き
て
公
平
感
が
な
く
な
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
公
平
で
平
等
な
広
報
誌
を
作
り
た

い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
」

町
会
や
学
校
運
営
協
議
会
で
活
躍

　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
様
々
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
鹿
野
副
会
長
で
す
が
、
一
つ

に
は
、
天
沼
8
町
会
に
属
す
る
天
沼
尚
和

会
の
町
会
長
で
あ
り
、
そ
の
町
会
を
ま
と

め
る
杉
並
区
町
会
連
合
会
で
は
常
任
理
事

と
監
事
を
務
め
て
い
ま
す
。
天
沼
尚
和
会

で
は
、
大
晦
日
と
正
月
三
が
日
を
除
く
毎

朝
、
弁
天
池
公
園
で
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
鹿
野
副
会
長
は
4
時
半

に
起
床
、
犬
の
散
歩
を
す
ま
せ
て
か
ら
体

操
に
向
か
い
ま
す
。

「
6
時
半
に
集
ま
っ
て
15
分
く
ら
い
は
公
園

の
周
り
の
掃
除
を
し
て
、
次
の
15
分
は
『
杉

並
音
頭
』
な
ど
と
い
う
盆
踊
り
を
踊
り
ま

す
。
あ
と
の
30
分
で
4
つ
の
体
操
を
し
ま

す
。
75
歳
以
上
の
方
に
は
、
杉
並
区
の
長

寿
応
援
ポ
イ
ン
ト
を
1
回
に
つ
き
1
ポ
イ

ン
ト
渡
し
て
い
ま
す
。
夏
は
80
名
く
ら
い
、

今
も
70
名
近
く
参
加
し
て
い
て
、
一
つ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
と

は
、
天
沼
中
学
校
の
C
S
を
や
っ
て
ま
す
」

　

C
S
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

頭
文
字
で
学
校
運
営
協
議
会
の
こ
と
。
学

校
と
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
で
構
成
す
る

学
校
運
営
協
議
会
が
学
校
の
運
営
に
関
わ

る
制
度
で
す
。
C
S
は
校
長
先
生
の
教
育

方
針
を
支
援
し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の

意
見
を
学
校
の
運
営
に
反
映
さ
せ
た
り
、

教
員
委
員
会
に
対
し
て
教
職
員
の
任
用
に

つ
い
て
意
見
を
言
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
学
校
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
天
沼
中

で
は
C
S
は
10
数
人
。
学
識
経
験
者
、
企

業
経
営
者
、
地
域
住
民
の
代
表
が
集
っ
て

い
ま
す
。
参
加
し
て
み
て
、
こ
ん
な
す
ば

ら
し
い
人
が
い
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
す
」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
て
感
じ

る
の
は
、
町
会
で
も
、
学
校
運
営
協
議
会

INTERVIEW

で
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
、
そ
こ
に

荻
窪
法
人
会
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
法
人
会
で
仲
間
が
広
が
っ

た
こ
と
で
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
横
の
つ
な

が
り
が
で
き
る
、
そ
ん
な
と
き
法
人
会
に

入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
そ
う
で
す
。
最

後
に
、
副
会
長
と
し
て
今
後
の
荻
窪
法
人

会
へ
の
一
言
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
副
会
長
の
一
番
の
役
割
は
、
会
長
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
委

員
会
で
も
、
今
は
研
修
委
員
会
担
当
で
す

が
、
自
分
か
ら
何
か
言
う
の
で
は
な
く
、

委
員
長
が
動
き
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

　

こ
れ
ま
で
経
営
や
税
金
に
つ
い
て
考
え

て
き
た
法
人
会
で
す
が
、
最
近
は
、
町
会

や
学
校
関
係
の
こ
と
を
始
め
て
い
る
せ
い

か
、
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か
な
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
税
金
以
外
の
部
分
で

公
益
性
を
考
え
る
人
間
が
い
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
今
、
お
年
寄
り
や
小
学

生
、
中
学
生
と
の
関
わ
り
が
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
を
含
め
て
公
益
性
を

ど
う
や
っ
て
広
げ
て
い
く
の
か
、
そ
の
な

か
で
法
人
会
の
位
置
づ
け
は
ど
う
な
る
の

か
、
そ
う
い
う
考
え
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

同
じ
地
域
に
住
み
、
と
も
に
活
動
す
る

法
人
会
な
の
で
、
仲
良
く
や
っ
て
い
け
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
」
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国際電子商取引に対する
消費税法の取り扱いの見直し

～「amazon に出品する場合」と「kindle（amazon）からダウンロードする場合」の違いは～

税 制 委員会より

【１】なぜ改 正になったのか？

従来は、電子書籍や音楽などをダウンロードにより購入した場合、「購入先のサーバーの所在地」が「国内」なの
か「海外」なのかによって、「消費税が課税されるか」が決まっていました。しかし、この状態だと「同じ商品」を
ダウンロード購入しても、サーバーの所在地の違いにより、「課税の有無により価格が異なる」ことになり「課税の
不公平」の問題がありました。

【2】いつから改 正になったの？
平成27年10月1日以後の取引が対象になります。

【3】「電気 通信利用役務の提供 」に該当する取引の具体例 
①電子書籍・電子新聞・音楽・映像・ソフトウェアの配信
②クラウド上のソフトウェアやデータベースを利用させるサービス
③クラウド上で顧客の電子データの保存を行う場所の提供を行うサービス
④インターネット等を通じた広告の配信・掲載 

税制委員　小林誉光（ 税理士 ）

（ 財務省の資料より）
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【3】どうやって納 税するの？ 

今回の改正では、「（1 ）事業者向け取引にかかる課税方式」と「（2 ）消費者向け取引にかかる課税方式（（1 ）以外
の取引 ）」の二つの課税方式が設定されました。

「（1 ）事業者向け取引にかかる課税 方式（B to only B）」

リバースチャージ方式（ →海外事業者が納めるべき消費税部分を代わりに預かって納めてね ）
これは、「国外事業者から事業者向け電気通信利用役務の提供（ これを「特定課税仕入れ」という）を受けた場合、

（ サービスの受け手である）国内事業者に消費税を課す」方式です。　消費税は、通常の場合、サービスの「売り手」
が消費税を預かって納税をします。しかし、この「リバースチャージ方式」では、「買い手」である国内の事業者が

「国外事業者（ 売り手 ）」に代わって消費税を納めることになります。　イメージとしては、「源泉所得税の預り金」
に近い形だと思っていただければいいと思います。　これに該当する代表的なものは、「Google AdWords」のネッ
ト広告だと思います。また、「Amazonへ商品を出品する場合（ 広告 ）」もこちらです。

（ ポイント1 ）
（1 ）の方式は、「事業者との完全な相対取引にのみ（B to only B）」適用されます。つまり、海外事業者がおこな

う不特定多数のものに対しておこなう取引（ 事業者が限定されないような取引 ）（B　to　B　or　C）については、
すべて「（2 ）の課税方式」でおこないます。みなさんが、通常の電子書籍やソフトウェアや音楽などのダウンロー
ドの役務提供を利用した場合は、（2 ）の方式になります。（ 注:Bとは事業者、Cとは消費者 ）

（ ポイント2 ）申告が必要な事業者は限定される
リバースチャージ方式は、課税期間において一般課税（ 本則課税 ）により申告する場合で、課税売上割合が 95％ 
未満である事業者にのみ適用されます（ つまり、簡易課税選択事業者や課税売上割合が95以上である事業者は
今まで通りの申告になります ）

「（2 ）消費者向け取引にかかる課税 方式 」

国外事業者申告納税方式
（ →海外の事業者は事前登録して日本の消費税を納めてくださいね ）

　　「事業者向け以外の電子通信利用役務の提供」については、原則として、「仕入税額控除」ができませんが、
サービスの提供を受けた国外の事業者が、「登録国外事業者」である場合にのみ、（ 国内事業者からの役務提供
と同様に ）「仕入税額控除」を認めることにしました。つまり、国外事業者が事前に登録して日本の消費税の納税
義務者になってくれるなら、「仕入税額控除」をしていいよということです。
　Amazonは「登録国外事業者」に認定されていますので、「kindle（Amazon）からのダウンロード」は、こちら
に該当します。

（ 財務省の資料より）
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税制委員　小林誉光（ 税理士 ）

第 3 2 回  法 人 会 全 国 大 会（ 徳 島 大 会 ）の 報 告

平成27年10月8日（ 木 ）　徳島県のアスティ徳島にて、第32回
法 人会 全国大会（ 徳島大会 ）が開催されました。今年の全国
大会は、第一 部が「（ 例年のような ）講師を招いた記念講演 」
の代わりに、「地方再生をテーマにしたパネルディスカッション」
がおこなわれました。

T Vの地上デジタル放送移行に伴い、視聴可能な放送局が3つとなってしまう徳島県は、県内全域に「ケー
ブルテレビ網（ 光ファイバー）」を設置しました。この光ファイバー網により、県内全域で「高速のインター
ネット」や「域内の無料電話（IP電話 ）」が可能になりました。このICT（ 情報通信技術 ）を活用した「過
疎地域での仕事や移住企業の取り組み」について、2名のパネリストが紹介しました。

「株式会社いろどり　代表取 締役　横石 知二氏」
つまもの（ 料理を引き立てるための葉っぱや枝花 ）を都会の料理店などに出荷する
事業をおこなう会社。支える契約農家200軒の平均年齢は70歳のお年寄り。
お年寄りが「タブレットPC」を活用した注文システムにより、「無駄なく収穫出荷す
る仕組み」と（ 成果の見えることで ）「やりがいのある農業」を実現。

「特定非営利活動法人グリーンバレー理事長　大南信也氏」
「ワークinレジデンスによる若者や企業者の移住」、「ITベンチャー企業のサテライト

オフィス誘致による雇用の創出」に取り組んでいる。
「ワークinレジデンス」とは、「将来町にとって必要な働き手や起業家を、 受け入れ側

から逆指名するというシステム」で、「パン屋さんをやりたい人はいませんか？」とい
う具合に呼びかけることで人が集うと、そこに新たな仕事や雇用が生まれ、さらに
集まった人にとって必要な仕事を集うという仕組みです。

（1 ）平成28年度　税制改正に関する提言のご報告
全国法人会総連合では、全国の法人会の役員および税制委員を中心に税制アンケートを実施（ 有効回
答数10,062件 ）し、それを取りまとめることで税制改正の要望を作成し、国等に対して提言をおこなって
います。（ 詳細は次ページをご覧ください）

（2 ）青年部会による租税教育活動の報告
山口県の徳山周南法人会の「こどもっちゃ！商店街」の取り組みが紹介されました。（ こどもっちゃ商店
街→http://www.kodomoccha.net）
毎年、勤労感謝の日に実際の商店での職業体験を通して、仮想通貨の給与をもらい、源泉徴収票を発
行することで「所得税（ 源泉所得税 ）の仕組み」を通じて
子供たちに「勤労と納税を実体験」してもらう取り組みです。

第一 部　パネルディスカッション
（テ ーマ ）
日本の山里に、
こんな仕事・移住企業もありますよ
～地 方 創生の独 創的ビジネスモデル～

第二部　税 制 改 正要望大会
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税制委員長　山下民子

平 成 2 8 年 度  税 制 改 正に関する提 言の 概 要

我が国は、長引くデフレからの脱却と強い経済の再生を目指した積極的な経済政策により、景気の緩やかな回復基調を
続け、好循環サイクルに入る動きを示していると見られます。しかし、これを着実な好 循環軌道に乗せるには、まだまだ
課題が山積している状況です。特に、地域経済と雇用の担い手である中小企業には経済政策の効果が十分に浸透してお
らず、引き続き地方創生の取り組みを深化させつつ、多角的で実効性ある戦略が強く求められます。また、財政健全化では、
改めて歳出・歳入一体による改革工程を示し、着実に実行する必要があります。法人会では、こうした観点から、税制改
正に関する提言を取りまとめ、その実現を強く求めます。

税目別要 望など 詳 細は、全 国法 人会 総 連合のホームページをご 覧ください。
ht t p://w w w. ze nkokuh ojinkai .or. jp/

1. 財政健全化に向けて
● 財政健全 化目標を達成するには、厳しい財

政 規律の下で歳出・歳 入両面からより堅 実
な数 値目標を設 定して地 道に取り組むこと
が求められる。

2. 社会保障制度に対する基本的考え方
● 持 続可能な社 会 保障 制度を構 築するには、

適正な「負担」を確保するとともに「給付」
を「重点化・効率化」によって可能な限り抑
制することである。

3. 行政改革の徹底

4. 消費税引き上げに伴う対応措置
● 消費 税10％への引き上げにあたっては、行

政改革の徹 底、歳出の見直しに本腰を入れ
るだけでなく、景気 動向も十 分 注 視する必
要がある。

5. マイナンバー制度について

6. 今後の税制改革のあり方

1.法人実効税率20％台の早期実現
（1 ） 我が国の立地条件や国際競争力強化などの観点

から、早 期に欧 州、アジア主 要国並みの20％台
の法人実効税率を実現する。

（2 ） 代替財 源として課税ベースを拡 大するに当たって
は、中小企業に十分配慮すべき。

2.中小企業の活性化に資する税制措置
（1 ） 中小法 人に適用される軽減 税率の特 例15％を時

限措置ではなく、本則化する。また、軽減税率の
適 用所得金 額を、少なくとも1,600万円程 度に引
き上げる。

（2 ） 中小企業の技術革新など経済活性化に資する措
置は、制度を拡充し、本則化すべき。

3.事業承継税制の拡充
（1 ） 相続税、贈与税の納税猶予制度について要件 緩

和と充実
（2 ） 親族外への事業承継に対する措置の充実
（3 ） 事 業 用資 産を一 般 資 産と切り離した本 格的な事

業承継税制の創設

平成 27 年度 税 制 改 正に関するスローガン

● 厳しい財政状況を踏まえ、国・地方とも行財政改革の徹底を！
● 中小企業の力強い成長なくして、真の経済再生なし！
● 法人の実効税率を早期に20％台に引き下げ、軽減税率15％本則化の実現を！
● 中小企業の円滑な事業承継のために、欧州並みの本格的な税制の創設を！

Ⅰ.税・財政改革のあり方

Ⅲ.地 方のあり方 Ⅳ.震 災復 興

Ⅴ.その他（1 . 納 税 環境の整 備 ）（2 .租税 教育の充実）

Ⅱ. 経済 活 性化と中小企業 対 策
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第 3 2 回  法 人 会 全 国 大 会（ 徳 島）参加 紀 行
税制副委員長　及川晃司

　徳島大会の参加メンバーは、小竹会長、田中組 織委員長、岸岡厚生事業委員長、加藤研 修 委員長、新井　
税制副委員長、小林委員、及川と紅一点、山下税制委員長の8名。
　早朝の8時30分羽田空港に三々五々集合、徳島に出発と行きたい所だが、飛行機は満席、ホテルは満員で一
路高松空港へ、10時50分着、徳島会場へ、途中郷屋敷と云う店で昼食、本場讃岐うどんを食べたが麺はもちも
ち、つゆは白ごま風味でほのかにしょうが味、とても美味しかった。午後1時30分 会場へ到着、4時30分 会場を
後に高松へ、途中源平合戦で有名な屋島へ、真っ暗、海岸は埋め立てられ宅地になっていたが、夜景が素晴らしく、
35万ドルの夜景（ 高松の人口、今は38万人 ）。7時高松のホテルに到着、夕食はすし会席の中川という所で、まず
はビールをそして地酒を2升ほど頂き、楽しい時間を過し、散歩しながらホテルに。翌日は朝食後8時間30分ロビー
に集合。栗林（ りつりん ）公園へ、栗林公園と云うので栗林の公園と思いきや、栗は15本、松は約1400本有り、
6つの池と13の築山を巧みに配した回遊式大名庭園です、私達は園内の和船に乗り景色を満喫、殿様気分を味わっ
た。昼食は琴平の紅梅亭でバイキング、食後当日は金毘羅の大例祭（ 神様のお渡り）の前日で忙しい時にもかか
わらず、山下委員長の3期先輩で紅梅亭の支配人、松谷さんの案内で金毘羅宮を参拝し、「奥書院」そして「表書院」
の円山応挙の障壁画を見学、全部素晴らしかったが、その中で面白かったのは「虎の間」で虎の中にメス虎と間
違えられて豹が描かれていた。次に江戸の鼓動を知る芝居小屋、旧金毘羅大芝居「金丸座」へ、江戸、上方の
千両役者がこぞって出演した、現代では十八代目勘三郎や愛之助など有名人が実演している。昭和45年日本最古
の芝居小屋としての価値が認められ重要文化財に。
午後5時35分発の航空便で帰京、荻窪で解散（ 疲れた？）

屋島山頂からの高松市街の夜景

金丸座 栗林公園 園内を和舟で遊覧

金刀比羅宮にて記念撮影
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税務コーナー

年末調整等説明会のお知らせ
平成27年分年末調整等説明会を下記の日程で開催いたしますので、御出席ください。

※対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。

開 催日 対 象地 域（ ※ ） 説 明 会 会 場 開 催 時 間

11月16日（ 月） 久我山、宮前、松庵
久我山会館　久我山3-23-20（ 井
の頭線久我山駅より徒歩3分）

用紙 配布
説 明 会

13：00 ～ 13：30
13：30 ～ 15：3011月19日（ 木）

今川、上井草、上荻、清水、
善福寺、西荻北、南荻窪、桃井 勤労福祉会館　桃井4-3-2（ 荻窪

駅北口より0番または西荻窪駅よ
り4番のバスで桃井4丁目下車）

11月20日（ 金 ）
天沼、井草、荻窪、下井草、
西荻南、本天沼

○ 説明会の開始30分前から、会場の受付で年末調整関係用紙を配布いたします。つきましては、源泉徴収義務者へ郵送しま
す「 出席票兼関係用紙請求書」に請求枚数等をご記入の上、提出をお願いします。

○ 説明会に出席されない場合、早期に諸用紙の必要な場合及び給与支給人員100人以上の場合につきましては、年末調整関
係用紙を税務署において配布いたしますので、ご来署ください。

税 務 職 員を装った者からの年 金・マイナンバー 制 度アンケート等と称する不 審な電 話 や
「 振り込め詐 欺 」などにご注 意ください。

税 務 職 員が年 金・マイナンバー制 度アンケート等と称して電 話をすることはありません。

税 務 職 員を名 乗る者から電 話などがあり、その内 容について不 審に思われた場 合には、即 答を避け、
相 手 の 所 属 部 署、 氏 名、 電 話 番 号を確 認した 上で 一旦電 話を 切り、 最 寄りの 税 務 署までお 問い 合
わせください。

本 人へ 交 付 する源 泉 徴 収 票 や支 払 通 知 書 等 へ の 個 人 番 号 の 記 載 は 必 要 ありません！

平 成27年10月2日に所 得 税 法 施 行 規 則 等の改 正が 行われ、行 政 手 続における特 定の個 人を識 別する
ための番 号の利 用 等に関する法 律（番 号 法 ）施 行 後の平 成28年1月以 降も、給 与などの支 払いを受け
る方に 交 付 する源 泉 徴 収 票 などへの 個 人番 号 の 記 載は 行 わないこととされました。 なお、 税 務 署に
提 出する源 泉 徴 収 票などには個 人番 号の記 載が必 要ですのでご注 意ください。

（参 考）
改 正前は、支 払を受ける方に対して交 付する源 泉徴収 票などについて、本人等の個 人番 号を記 載して交 付しなければなら
ないこととされていました。

〔お問い合わせ先〕　荻 窪 税 務 署　3392-1111
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杉並都税事務所からのお知らせ
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日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひと
つにe-Tax普及推進がございます。当法人会では会員企業の70％利用を目標に掲げております。この目標を達成するために
は会員皆さま方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこで当委員会では、東京
税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しております。

質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なっていただけるか？」更に依頼どおり行
うとご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発
したところ72名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組ん
でおられます。そこで会員企業の皆さまにひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決算は電子申告
でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？

顧客である会員企業と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展して
いくと思います。何卒皆さま方の尚一層のご理解とご協力をお願いいたします。

e-Tax普及推進委員長　真野 大

e -Ta x 利 用向上を目指し、東 京 税 理士 会 荻 窪 支部の先 生 方全 員にアンケートを実 施しました。
その結果多数の先 生 方から「e -Ta x 推 進 税 理士事 務 所」として会 報 掲載に承 諾をいただきました。

e -Tax推進税理士事務所について
e-Ta x 普及 推 進委員会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398 - 1316
黒川えり 天沼1-17-3 090 - 8479 - 0152
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392 - 5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932 - 5128
岩倉永一 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
岩倉礼子 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
原田叔法 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 2170
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794 - 7334
藤村　茂 天沼3-23-23カーミリア荻窪202 6231 - 1701

西荻南 尾﨑正俊 西荻南2-6-6エルフ西荻1階　 3332 - 7351
河野修兵 西荻南2-9-13 5336 - 6457
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333 - 4868
大槻一弘 西荻南3-7-10シオンハイツ405 6795 - 8420
松田正博 西荻南3-14-11和興ビル3階 5346 - 1181

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333 - 9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370 - 8518

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334 - 1305
小松原英雄 宮前5-7-19 3331 - 3266
稲澤　聡 宮前5-10-5 3247 - 7194

南荻窪 加藤悦子 南荻窪3-27-5 3247 - 7300
荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397 - 8026

永井敏雄 荻窪2-27-11 5397 - 6115
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391 - 7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394 - 1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3AKオギクボビル401 050 - 5527 - 4372
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398 - 8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393 - 2671
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347 - 9930
松井 税 理士
事務所 荻窪5-18-11-301 3392 - 7223

大島康司 荻窪5-21-16-1204 3392 - 6553
税理士法人
茂木会計事務所 荻窪5-25-6 3393 - 0211

青葉総合
税理士法人 荻窪5-26-9コスモYビル5F 3398 - 0523

岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392 - 1198

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 堀真由美税理士事務所 井草2-11-9エスト・メゾネット105 3397 - 6652
山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310 - 3228

上井草 久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303 - 4823
田崎　浩 上井草3-21-16 3399 - 7733

下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390 - 9437
山田真治 下井草3-8-23三英ビル303 090 - 1816 - 2435
稲村仁了 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382 - 2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397 - 5118
鈴木百香 下井草4-32-9 3399 - 1555
田子周一 下井草4-33-12 3395 - 3343

今川 中村良三 今川3-8-4 3399 - 3976
中村行雄 今川3-8-4 3399 - 3976

西荻北 馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394 - 5922
殿塚明夫 西荻北2-5-20-201 5382 - 5229
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301 - 5101
丸山文雄 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303 - 6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423 - 0566
東原　功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936 - 0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399 - 0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303 - 5781

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391 - 6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391 - 2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391 - 5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391 - 1044
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393 - 7571
山室文雄 上荻1-19-9朝日荻窪マンション603号 3392 - 9462
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392 - 5555
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913 - 0520
小澄事務所 上荻2-19-18　2階 5347 - 2066
和田　実 上荻4-19-22-603 3395 - 1131
岡田　茂 上荻4-23-9 3395 - 3111

本天沼 小野寺誠 本天沼2-41-8 5303 - 1680
清水 山本敦子 清水1-7-2ネイバリングハウス荻窪303 5397 - 6492

小林滋子 清水3-9-9-102 5938 - 5100

東 京 税 理 士 会 荻 窪 支 部 　 e -Ta x 推 進 税 理 士事 務 所（ 敬 称 略 ） 平 成 2 7 年 1 0 月 2 2 日 現 在
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こ
の
度
、
恒
例
の
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
ゴ
ル

フ
大
会
が
平
成
27
年
10
月
29
日
（
木
）
高

根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

朝
の
う
ち
、
小
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ス
タ
ー
ト
す
る
頃
に
は
、
雨
も
や
み
、

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
皆
さ
ん
は
優
勝
目
指
し
て

コ
ー
ス
に
出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。

成
績
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
は
ネ
ッ
ト
、

グ
ロ
ス
共
に
第
4
ブ
ロ
ッ
ク
で
し
た
。
第

4
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
第
1
回
大
会
以
来
の
2

回
目
の
優
勝
で
し
た
。
ネ
ッ
ト
の
部
で
は

第
2
位
が
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
、
第
3
位
が

第
3
ブ
ロ
ッ
ク
、
第
4
位
が
第
5
ブ
ロ
ッ

ク
、
第
5
位
が
青
梅
法
人
会
、
第
6
位
が

第
2
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
結
果
で
し
た
。

個
人
の
部
で
は
、
第
4
ブ
ロ
ッ
ク
の
星

野
明
宏
氏
が
（
46
・
45
）
で
優
勝
し
、

第
2
位
は
第
4
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
石
剛
生
氏

（
48
・
45
）、
第
3
位
は
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
の

井
口
一
与
氏
（
55
・
49
）
で
し
た
。

今
回
も
青
梅
法
人
会
か
ら
8
名
の
方
に

ご
参
加
頂
き
、
親
睦
を
深
め
て
頂
き
ま
し

た
。
全
体
で
57
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
、

大
変
盛
大
な
コ
ン
ペ
に
な
り
ま
し
た
。

賞
品
も
、
皆
様
に
ご
協
賛
頂
き
、
全
て

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
方
に
商
品
を
持
っ
て
帰

っ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
賛

頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
大
会
の
開
催
に
際

し
て
、
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
の
報
告

第
4
ブ
ロ
ッ
ク  

副
ブ
ロ
ッ
ク
長  

永
田
政
弘

順 位 氏　名 グ ロ ス ネット

優 勝 星野明宏 91 73.0

準 優 勝 大石剛生 93 73.8

 3 位 井口一与 104 74.0

 4 位 川辺日出海 86 74.0

 5 位 森谷昭夫 96 74.4

 6 位 数野國明 101 74.6

 7 位 岩倉永一 95 74.6

 8 位 西島肇 111 75.0

 9 位 天野春夫 92 75.2

1 0 位 須藤英夫 92 75.2

成績表（敬称略）

個人成績
順 位 ブロック ネット合計

優 勝 4 447.2

準優勝 1 459.6

第 3 位 3 459.8

第 4 位 5 462.6

第 5 位 青梅法人会 466.2

第 6 位 2 466.8

団体戦成績（ネット）

第14回

ブロック対抗ゴルフ大会
会員同士の交 流も深まる「ブロック対 抗ゴルフ大 会」は毎 年行われ、会員の楽しみのひとつです。
真 剣なプレーで個 人と各ブロックで成 績を競い合い会員企業の協力で賞品の提 供をしていただいています。

東洋時計（株）
（株）井口鉱油
（株）チャイルド社
（株）志村運 送
（有）神田裁 縫 所

東京標識（株）
（株）泉商会
（株）ロードランナー

鳥羽建 設（株）
（株）芳文社印刷
（株）西部旭建装

東亜 紙 巧業（株）
富士商会（株）
アイユーシー（株）

（株）河又
（有）春日園

優 勝した第4ブロックのみなさん

（株）秦工務店
八欧 産業（株）

（株）永田商会
（有）京桝屋

大總商事（株）
大新建 設（株）

（株）ケーコーポレーション
（有）ナミ・コーポレーション
（有）清和電機
（有）だるま企画

西武信用金庫久我山支 店
（公社）青梅法 人会

大同生命保険（株）
AIU 損害保険（株）
高根カントリー倶 楽 部

賞品をご提供いていただいた企業一覧（順不同）
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【部会とは】ある同じ目的を持った会員の集まりです。
源泉部会：経理職員の源泉税を中心とした研修会な
どを行う。青年部会：若手の経営者が集まり、研修
会や勉強会を行い、悩みを話し合えるような仲間作り
の場ともなっている。女性部会：女性経営者同士の交
流や社会貢献活動を行います。

【委員会について】法人会での委員会の役割は、会員活動の
年間のスケジュールを含め指針を示すことにあります。納税制
度の普及発展と良き経営者を目指す活動や地域社会貢献を遂
行するための具体的な企画と具現化のための道筋を考え、そ
の案件をブロック、支部で実行します。委員会の活動が活発
であればブロック支部の活動も充実したものになります。

【研修会について】荻窪法人会は秋と
春に研修会を行っています。荻窪法人
会は荻窪税務署管内を5つのブロック
に地域割りをしています。春は各ブロッ
クが独自のテーマで企画開催し、会員
同士のよい交流の場となっています。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

第 5ブロック B L O C K

第5ブロック　納涼バス研修会 副ブロック長　野村浩司

はとバス　サマービアクルーズ

第 1 9 支 部 B L O C K

第19支部研修会 第19支部長　小作力雄

自転車事項及び法律の改正について

　8月28日、第5ブロックの納涼バス研修会
が開催されました。今年は趣向を変えてはと
バス観光ということで、午後3時30分出発の
ツアーに総勢34名で参加しました。東京駅丸
の内南口に一人の遅刻者もなく集合。行程は、
東京湾サンセットクルーズ⇒六本木ヒルズ・東
京シティービューという内容で、当日は前の週
までの猛暑がどこへやら、時々小雨も降る肌寒
い一日でしたが、日の出桟橋より豪華客船「シ
ンフォニー」に乗り、ステーキを食べながらの
優雅な2時間のクルーズ。天候を考慮したブロ
ック長のお計らいで、生ビール・ソフトドリンク
飲み放題が全てのアルコールがフリーとなり、
ワインが出るわ出るわ…レインボーブリッジか
らゲートブリッジを抜け東京湾に出る頃には、
皆さん酔いも回り席を移動して懇親の輪が広
がって大いに盛り上がりました。因みに、オリ
ンピックに向けてウォーターフロントの現状を
視察するというのが研修の部分だったというこ
とですが…（汗）
　その後六本木ヒルズに移動。屋上スカイデ
ッキは滑る危険があるということで上がれませ
んでしたが、52階の展望フロアから東京の夜
景を満喫して、それぞれの帰途に着きました。
今回は参加者が若干名足りず貸切とならなか
ったので、次回以降このような企画の折には、
より多くの会員の方の参加をお願いして報告と
させていただきます。

　平成27年7月30日（木）午後6時30分からシーダー HATAで研修会を開催した。20人余りが出席。
　小型車両として車道の左側走行が義務付けられた暮らしにおける問題意識の変革、高井戸警察署交通課の課長のあいさつから、高木交通
係長が研修テーマの講演。
　目的地へ向かう途中、一時停止を怠り、女性とぶつかり倒れ、女性が搬送先の病院で亡くなり、高額な損害賠償を負うことになるまでを中
心とするビデオを上映してからの改めて事故が起きてから一時停止しておけばよかったと後悔しても駄目、などなど出席者皆様とても勉強にな
りました。

参加者のみなさん

客船の様子
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ブロック・支部・委員会・部会からの報告

研 修 委員会 K E N S H U

第 58 回 初級実務簿記交流会 │ 研修委員会 │ 

簿記についての基礎知識から 3 級取得まで
平成 27年9月1日（火 ）フォーラムUにおいて、研修委員会主催の「第

58 回初級実務簿記講習会」が15名の参加で開催されました。
東京税理士会荻窪支部より紹介された、幅今日子税理士の講師のも

と10月20日までの全14 回、簿記についての基礎知識から3級取得ま
での内容で行われました。今年も、簿記検定受験者には、法人会より
受験料の1部負担することで10 名の方が簿記 3級試験を受験する予定
で受講者は熱心に受講されていました。 講習会の様子

研 修 委員会 K E N S H U

消費税申告書作成研修会 │ 研修委員会 │ 

消費税の概要・申告書作成演習等を中心に講義
平成 27年10月15日（木）荻窪税務署別館2階会議室において、研修

委員会・荻窪間税会共催の「消費税申告書作成研修会」が 23 名の参加
で開催されました。

荻窪税務署　横路憲一郎上席調査官の講師のもと、消費税の概要・
申告書作成演習等を中心に講義が行われました。又、平成 26 年 4月よ
り8％に増税された消費税率等に関する取扱いについても説明がありま
した。 講習会の様子

女 性 部 会 J O S E I B U K A I

「夏の節電推進運動　いちごプロジェクト」 │ 女性部会 │

夏の節電推進運動
平成 27年 8月1日（土）タウンセブン屋上で開催されたバーベキュー大会において女性部会より夏の

節電推進運動「いちごプロジェクト」のうちわを来場者約200 名へ配布させていただきました。
受付のお手伝いもさせていただき、来場される方々を笑顔でお迎えし、楽しく節電をよびかけるこ

とができました。 
微力ではありますが、こうした活動をこれからも地道に続けていければと思っております。今後とも

夏の節電を心がけていただければと思います。 配布されたうちわ

厚 生事 業 委員会 KO S E I J I G Y O

第2回納涼バーベキュー大会 厚生事業委員　清水弘道

主催は、厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委員会の3委員会共催

　平成27年8月1日土曜日の午後7時から荻窪タウンセブン8階屋上広場にて、昨年に引き続き
納涼バーベキュー大会が行われました。主催は、厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委
員会の3委員会共催でした。
　昨年好評だったため、ある程度の人数の増加は予想していましたが、最終的に198名の参加
となりました。タウンセブンの屋上に、平均6・7人掛けのテーブルが30個も並ぶ姿は、なかな
か壮観でした。入場を開始する直前に少し雨がパラッと来ましたが、風もなく穏やかな天候の中、
バーベキュー大会が始まりました。今回は昨年より、肉も、ビールも増量し、焼きそば用の肉ま
で準備して、さらにはバナナも用意して、会に臨みました。準備に当たり、各委員会の女性委
員や女性部会の皆様が中心に食べ物の取り分けを行ったのですが、30枚のトレイに肉や野菜
を、さらに30枚のトレイに焼きそばとその具材を乗せているうちに、こんなに食べられるのだろ
うかという心配もしていたほどです。各テーブル、最初のうちは炭火の扱いに苦労していましたが、
次第に焼くコツもわかり、楽しく食事をされていました。会社の暑気払いとして活用しているグ
ループ、家族連れのグループ、同僚のグループ、いろいろなグループがテーブルを囲んでいました。
　おなかもすっかり一杯になり、3つの丸いプールに、氷とともに入っていたキンキンに冷えたた
くさんのビール、酎ハイ、日本酒、ソフトドリンクもほぼなくなり、盛況のうちにバーベキュー大
会は終わりました。
　ご参加頂いた皆様よりたくさんのタオルを寄贈して頂きました事を心より御礼申し上げます。
また、来年も開催する予定ですので委員一同ご参加お待ちしております。

準備の様子

納涼バーベキューの様子
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ブロック・支部・委員会・部会からの報告

青 年 部 会 S E I N E N B U K A I

7月例会　青年部会担当副会長講演会 │ 青年部会  副部会長  小張正就 │

柴田副会長講話「経営計画の必要性と海外事業」
平成 27年7月23日、青年部会担当副会長による講演会を、ライブバーブンガで行いました。前年度より引き続き青年部会ご担当の柴田

副会長にプロジェクターを使用して経営理念と経営計画の重要性と海外展開についてお話をしていただきました。
経験と実績に裏打ちされた内容の濃い講演に、参加者一同聞き入っていました。講演終了後、柴田副会長にもご参加いただき、懇談会を

行いました。矢澤先輩の乾杯のご発声のもと、皆、それぞれの親睦を深めました。また、会場を提供いただきましたブンガ様のご厚意により、
ブンガのチーフで当部会員の山中様と有名プロギタリストの坪井寛様のスペシ
ャルライブが行われました。素晴らしい歌声と演奏に、会場はアンコールの拍
手でいっぱいとなり、青年部会らしい和やかな会となりました。

参加者で記念撮影講師の柴田副会長 講演の様子 スペシャルライブの様子

青 年 部 会 S E I N E N B U K A I

7月例会　打ち水大作戦 │ 青年部会  書記委員  望月 洋 │

今年も天候に恵まれ、夕方 5 時になると一斉に打ち水を開始
平成 27年7月25日、八丁通り商店会と上荻本町通り商店

街にて打ち水大作戦を執り行いました。今年も天候に恵まれ、
荻窪八幡スタート組と本町通り組に分かれ夕方5時になると一
斉に打ち水を開始しました。荻窪八幡から青梅街道を四面道
に向かって井草囃子と共に打ち水をしながら行進しました。そ
して、アニマルじょうろで子供たちも楽しそうに参加していただ
きました。本町通り組は、荻窪駅からの歩行者に積極的に声
がけをし、打ち水をして頂きました。打ち水の効果を知っても
らうと共に認知度も上がりました。また、子供たちに井戸水の
冷たさを実感してもらえました。

打ち水終了後、懇親会を八丁通り商店会と上荻本町通り商
店会の方々と合同で四面道にある「坊千良 」にて行いました。
途中、一人一人自己紹介をしながらの良き懇親会となりました。 参加者で記念撮影 打ち水の様子

青 年 部 会 S E I N E N B U K A I

9 月例会 │ 青年部会  書記委員長  正野寛樹 │

やっとわかったマイナンバー！
平成 27年 9月4日、タウンセブンビル 8 階フォーラムUにて税務研修会が開催されました。荻窪税務署より今年度新しく着任された法人

課税第一部門 酒井秀幸統括国税調査官と岡田知己上席国税調査官を講師にお迎えして、「社会保障・税番号（マイナンバー）制度について」
非常にわかりやすくご講義頂きました。来月にはマイナンバーが交付され、来年1月から施行されるというタイミングで、実に話題性もあるうえ、
かつ会社や生活に大きく影響を与え、制度への理解が必須であるマイナンバーであることから、参加者は非常に熱心に講義に耳を傾けてい
ました。その後、同ビル2階のBLOOK MARKSへ移動し、恒例の懇親会を行いました。マイナンバー制度の対応準備の情報交換を行うなど、
会員同士真剣で活発な意見交換が行われていました。また、これから秋に向けて全国大会を含む青年部会の行事が盛りだくさんなことから、
再度決起と団結を誓いました。

講演の様子参加者で記念撮影
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源 泉 部 会 G E N S E N B U K A I

源泉部会 野外研修 │ 源泉部会 部会長　木山濃美 │

猛暑の中「新橋駅・浜離宮・築地 」へ
7月22日　荻窪駅、新橋駅、築地構内食堂と集合場所、集合時間は異なりますが17名の参加で源泉部会野外研修は猛暑の中「新橋駅・

浜離宮・築地 」の行程で実施されました。
新橋駅には今でも昔のままの「汽笛一声新橋を」古いな…起点のレールホームが一部ですが現存しています。新幹線が当たり前の時代にレ

ール、ホームを見てもゆっくり・のんびりの良き時代ではないかと思います。また、新橋より浜離宮を目指し都会のビルの中、日頃の疲れを癒
すオアシスがあります。計画は徳川時代からのものが現存している先人の知恵と計画には敬服するばかりです。現在の人が先人からの涼とロ
ケーションを頂いているとおもいます。庭園の中に茶屋があり抹茶の冷たいのをお借りして飲み、池を臨み又遠くにビルを眺めながらの光景は、
今東京のど真ん中の光景かと疑うところです。

1年後の築地市場移転が決定した中で構内食堂は他では食べられないマグロの部位を食べることができ全員満足して帰路につきました。

厚生事業委員会からのご案内
厚生事業委員会では、福利厚生事業の一環として地元病院と提携し

「人間ドッグ・健康診断 」等の特別コースを法人会特別価格にてご提供しております。
【提携病院】

●城西病院　予防医学本部　健診センター　杉並区上荻 2 - 42 -11 - 6 F　電話 3390 - 6910
●野村病院　予防医学センター　三鷹市下連雀 8 - 3 - 6　電話 0422 - 47 - 8811
※ご家族・従業員の方でもご利用いただけます（会員確認が必要となります ）。　※詳細は各病院にお問合せください。

青 年 部 会 S E I N E N B U K A I

第 24 回東法連青連協第４ブロックチャリティゴルフ大会 │ 青年部会 組織委員　長谷川記史 │

第 24 回東法連青連協第４ブロックチャリティゴルフ大会開催
平成 27年 9月17日（木）、第24 回東法連青連協第４ブロックチャリティゴルフ大会が、埼玉県の高坂カントリークラブにて開催されました。

当日は天候が悪く１日雨の中のプレ―になってしまいましたが、大きなトラブルに見舞われず、無事にホールアウトをする事が出来ました。
団体戦では惜しくも４位となりましたが、個人戦では数名の部会員の方が個人賞を受賞しました。表彰パーティーでは、各部会員との親睦

を深める事が出来ました。
尚、多くの方に御賛同頂きましたチャリティ収益金は、第４ブロック租税教育活動の推進費用にあてられます。

記念品の授与参加者で記念撮影

旧新橋停車場 浜離宮の石垣の前で 浜離宮中島のお茶屋

ブロック・支部・委員会・部会からの報告
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詳 し く は 、 お 問 い 合 わ せ く だ さ い

無担保 ･ 無保証人 マル経融資 のご案内
マル経融資（小規模事業者経営改善資金）は小規模事業者の方々の経営をバックアップするため、東
京商工会議所の推薦に基づき無担保・無保証人（信用保証協会の保証も不要）で融資を受けられる国
（日本政策金融公庫）の公的融資制度です。初めてのご利用の場合は、お申し込みから融資の実行ま
で時間がかかりますので、お早めにご相談ください。

＊上記の融資限度額及び返済期間の取り扱いは、平成 28 年 3 月 31日の日本政策金融公庫受付分までとなります。
＊融資利率は金融情勢により変わることがあります。

【融資対象となる方】
○従業員 20 人以下（商業・サービス業 5 人以下、宿泊業・娯楽業を除く）の法人企業・個人事業の方
○最近 1年以上、同一商工会議所の地区内で事業を行っている方
○商工会議所の経営・金融に関する指導を受けて事業改善に取り組んでいること
○商工業者であり、かつ、日本政策金融公庫の融資対象業種を営んでいる方
○税金（所得税、法人税、事業税、住民税）を完納している方

【ご用意いただく書類】

アク セ ス マ ッ プお 問 い 合 わ せ 先

東京商工会議所杉並支部
杉 並 区 上 荻 1- 2 -1イン テ グ ラル タ ワ ー 2 階

TEL ３２２０-１２１１
FAX ３２２０-１２１０

＊東京商工会議所杉並支部では、「窓口専門相談」（法律相談・税務相談）も実施しております。弁護士や税理士のアドバイスが無料で受け
られます。　　＊会員・非会員の方問わずご利用できます。

融 資 限 度 額 2 , 0 0 0 万 円
返 済 期 間 運転資金7年以内、設備資金10年以内
担保・保証人 不要（連帯保証人・信用保証協会の保証も不要）

融 資 利 率 年1.15％（平成27年10月9日現在）

個人事業の方 ・前 年・前 々 年 の 青（ 白 ）色 決 算 書 及 び 確 定 申 告 書（ 控 ）
・所 得 税・事 業 税・住 民 税 の 領 収 書 又 は 納 税 証 明 書 等

法人企業の方

・前期・前々期の青（白）色決算書及び確定申告書（控）
・決算後6か月以上経過の場合は最近の試算表
・法人税・法人事業税・法人住民税の領収書又は納税証明書
・商業登記簿謄本（履歴事項全部証明書）

・設備資金をお申し込みの場合は見積書・カタログ等が必要です。
・不動産をお持ちの方で新規申込の場合等は、現在の権利関係が記載されている不動産 謄本
（全部事項証明書）のご提出をお願いします。
・必要に応じて追加資料をお願いする場合もございます。
・審査の結果、ご希望に添えないことがあります。

N o v e m b e r
2 0 1 5

No.183

荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です。
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。

荻窪法人会ホームページ www.ogikubohoj inkai . jp

よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから
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